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　　と精密さ一

　フラソスの経済発展の様相は，英国のそれとは著しく異な っていた。フラソ

スエ業は西 ヨーロッパ諸国の工業の特徴以上に西 ヨーロッバの特徴を代表して

いる。ラテソ民族の中で，イタリー が， 目の出の勢いの一時期があ った。イタ

リーは，何世紀もつついた内憂外患（１ｎｔｅｒｎａｌ　ｃｏｎＨ・ｃｔ　ａｎｄ　ｏｐｐｒｅｓｓ・ｏｎ　ｂｙ　ｅｘｔｅｍａｌ

ｆｏ・ｃｅ）によりその勢力は衰退したげれど，その「天才のひらめき」（Ｈａｓｈｅｓ　Ｏｆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０６９）
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ｇｅｎｉｕＳ）によっ て， イタリーは再度世界の主要た指導剛こなるであろうと予想

された。スベイソは，一時，フラソスと，イタリーからの指導権の奪取をめぐ

って張り合った。スペイソの工業上の特色は，　般的にはサラセソ人の系統に

よっ ており ，スペイソの宗教裁判所（ｔｈｅ　Ｉｎｑｕ１ｓ・ｔ１ｏｎ）は，独創力ある個人を徹

底的にバージしたから，スペイソのその後の経済史には興味を惹くものははと

んどない。ポノレトガルは実地探検の天才であったげれど，その才能は速くも消

滅してしまっ た。 ベノレギーには，経済史上特色のある都市が多く存在し，ベノレ

ギーと同じ面積を持つ国々で，第一次世界大戦前，農業，鉱山，製造品で競合

できる国はなかった 。

　フラソスは，東隣りのドイツやスイスから多くのものを学んだように，ベノレ

ギーのような国々と密接に連絡して多くの事柄を学んだ。フラソスは，大量生

産方法を好まない偉大な工業国家のもっとも重要た実例を提供している。フラ

ソス国民の長所は，大量生産方式を採用せずに，精巧繊細な製品をつくるとこ

ろにある。このことが，マーシャルによれぱ，「ドイツとアメリヵ合衆国の主
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ）
導権を調べる前にフラソスの主導権を若干研究する理由である」。フラソスの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
地理的，人種的，政治的な諸要素は，フラソスエ業に特殊な影響を与えた。フ

ラソスには，非常に早くからすくれた道路が存在しており ，イソクラソトが一

つの運河も持っていない時に，フラソスはその素晴らしい土木工学を証明する

運河網をつくりだした。しかし，１８世紀には，イソグラソドは，ビジネスの必

要から，道路と運河では，フラソスを追い越した。ところが，フラソスは，再

び道路と運河の修築に着手して，イソグラソドより前進した。しかしながら ，

フラソスの道路と鉄道は，バリと北部の石炭地方との間に限られた。「フラソ

スの産業立地の地理的分布は現在まで相対的にほとんと変化たく ，その　般的
　　　　　　　　　３）
性格をととめている」。鉄道はその後フラソス全土に普及する。「バリがフラソ
　　　　　４）
スを支配した」。何故なら，パリを頂点にして鉄道が敷設され，パリを除いて ，

工業都市問の交通ははとんと不可能であ った。もし，フラソスが，イソクラソ

トのように強力た中産階級と裕福な労働者階級が存在していたら，集中的大量

生産の成長を妨害した地理的，人種的要因の壁は除去されたかもしれない 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（１０７０）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
　１６６１年，ノレイ１４世が即位した時，フラソスは繁栄し富裕にた った。ルイ１４世

は， すでに言及したように，ナソトの勅令を廃絶することにより ，フラソスの

競争相手に，多くの才能ある職工を提供した。このように，有能なフラソス王

はフラソスを都分的に疲弊させた。１８世紀に入ると，フラソス王室の著修およ

び特権階級の力の濫用は多くの人民を圧迫した。浪費経済では，税は否応なし

に切り詰めた生活を強いられた労働者階級によっ て支払れた。金持階級の賛沢

と貧困階級の貧困はフラソスをして，金持にとっ て十分な選択幅のない，普通

の人々には十分安くない，実質的な単一商品のための市場にした。フラソスは ，

高級で趣味のいい商品を供給していた市場は，豊さにおいても，品質において

も他の市場を一層凌駕する。フラソスの優秀た職人は，個性的た越味と思想 ，

型， 配列，色彩を必要とする仕事に特化するようになる 。これに対して，英国

の職人は，体力，決断力，判断力，持久力，服従，そして豊富な資本を必要と

する仕事をむしろ専門化した。フラソスは，個人的な関心によっ て， 個人的た

選択に合うようにつくられる繊細な織物や金属製品を生産した。イソグラソド

は， 活動的で富裕な中産階級の人々の必要な機械器具や頑丈た目用品（ｃｏｍｆｏｒ－

ｔＳ）を多く生産し，このことが，中産階級の人々を一層富裕にした。富裕で審

美的な購買者が，職人，小売商人，卸冗商人の繊細な感覚と最良の個性的創造
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
力（ｔｈｅ　ｂｅｓｔ　ｐｏｗｅｒ　ｏｆ　ｉｎｄｉｖｉｄｕａ１ｉｎｉｔｉａｔｉｖｅ）を引き出すのである。需要が供給に

影響を及ぼすのである。フラソスにおげる強力な中産階級の不在と労働者階級

の貧困がビジネスの成長を阻害したことはすでに述べた。しかし，これは ，

　　　　　　　　　　　７）
ｒ事態の一側面にすぎない」。フラソスをして信用を増大させた他の側面は，イ

タリーから多く学んだフラソス国民は，イタリーを除いた如何なる国々より ，

芸術のあらゆる彩態を愛好した。フラソス国民は芸術家に最高の敬意を抵 っ

たし，ｒ芸術の母（ｔｈｅ　ｍ
．ｏｔｈｅｒ　ｏｆ　ｔｈｅ　ａｒｔｓ）」である建築を称揚し，繊細な越味

が　般的に必要とされる工業を通じ。て，芸術的思想が目用品に浸透した 。

　フラソス革命を誘発してい った「悪い行状」（ｅＶｉ１ＣＯｕｒＣｅＳ）によっ て， 国民が

圧迫されれぱされるほど，装飾品（ｄｅｃｏｒａｔｉｖｅ　ｗｏ・ｋ）の多くの部門でのフラソ

ス国民の成功は輝かしいものとな った。１９世紀のみならず１８世紀においても ，

　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ０７ユ）
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ロソドソは，着手が自由に着こなせ，丈夫で耐久性と優雅さとが結合した男子

の服装をテザイソすることではパリを越えていたげれど，婦人服に関しては ，

フラソス製がリードした。外国市場に乗り出して行く前に，偉大なペテイの法

則を実行し，国内需要に明確に応じるようにし，国内市場のために熟練労働者

を組織し分業の利益を獲得すること，これがフラソス産業がおこなったことで

ある。フラソス革命は富の不公平な分配に終焉をもたらしたげれど，その後も ，

このような高度な専門化によってつくられた精巧た生産物が多く残った 。

　１７９３～１８１５年の困難た時期に，最も勇敢で，最も丈夫で，最も有能たフラソ

スの青年を多く喪失した。生き残った人々の新しいエネ ノレギーは主に平和産業

に向げられた。イギリスの機械を　般的に採用するために必要な資本が依然と

して欠如していたから，これらの産業は主に従来の仕方でおこなわれた。また ，

フラソス国民も，良かれ悪しかれ，やはり ，イソグラソド方式でやる仕事に向

うことを好まなかった。革命以前，政府とメタイヤー（Ｍｅｔ・ｅｒｓ）即ち親方組合

の制限的規制が企業精神を阻止し，地方的にのみ適用されていた遺産相続均分

法（ｔｈｅ　ｌａｗ　ｏｆ　ｅｑｕａ１１ｎｈｅｒ１ｔａｎｃｅ）の全フラソスヘの適用は，製造業者に高額な工

場設備への投資を嬢踏させた。何故なら，製造業者の死亡とともに遺産相続均
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
分法により ，確実に工場設備は解体されたからである。この均分法は，ちっぽ

けな土地にへぱりつく職人達を生みだした。職人達は，自分の都合のいい時に ，

安い賃金で，自分自身の家の近くで働くことを欲し，余はどの高い賃金以外は ，

その土地を離れなかった。このことが，フラソス人の個性を一層強化した 。

　「連帯」（ｓｏ１１ｄａｒ１ｔｙ）は，フラソス人気質の特色であり ，フラソス理想主義の

統合的要素の一つであり ，通時的な感覚であった。ｒ連帯」の精神は，フラソ

ス国民の愛国心に強い情熱を与える。それは，困難な時には，援助を求めて政

府に寄り掛かるフラソス人の性帥こよっ て促進される。イギリス人にとっ ては

迷惑であると思われる規制や権力の介入を承認する気質がフラソス人にはある 。

それが極端になると ，「独立（ｍｄｅｐｅｎｄｅｎｃｅ）と自力更生（ｓｅ１ｆ－ｒｅ１・ａｎｃｅ）と敵対

　　　　　　　９）
するようになる」。しかし，田舎や小さな町におげるフラソスの家族には大き

な経済的連帯があり ，これは，自助の精神の編成ときまりきった仕事を着実に

　　　　　　　　　　　　　　　　（１０７２）
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断固としてやりぬく一定の冷静さを育成する 。

　１８世紀の後半から１９世紀の前半にかけて，フラソスの産業は，資本の稀少性，

実業家のあいだの若干の創造力の欠如，労働者階級の貧弱な食事により抑止さ

れていた。フラソスにイギリスの大量生産方式が導入された時でさえ，フラソ

スの最良の労働考を引き付げることができなかったのはこのためである。木綿

工業はフラソス人のエネ ノレギーを信用していなか った。フラソスの気侯が生糸

の生産と絹の製造には有利であった。最も重要な事は，フラソス人は，イギリ

ス人が理解しなかったデザイソにおげる趣味，新奇さ，多様さの重要性を理解

していた。フラソスでは，デザイナーのための学校があり ，新しいデザイソに

版権を与え，一織物会杜には幾人かのデザイナーが働いていた。イソグラソド

では，幾つもの会杜が一人のデザイナーを雇用している。デリケートで込み入

った仕事は，機械力が使用されないから，誇り高き交際嫌いな職人が小さた仕

事部屋で，デザイソを考察したり改良したりしていい仕事をしている。デザイ

ソの仕事における組織化されたチーム ・ワークは，科学の技術への適用におけ

る組織化されたチーム ・ワークの先駆をなした。ドイツやその他の国における

キヤラコ の染色の改良技術は，１８３３年のフラソスのそれが先行していた 。

　フラソスは，「平和時と戦時に尤大た軍事支出をおこたったのにもかかわら
ユ０）

ず」，１９世紀後半，富の増加は急速であ った。何故なら，フラソス人は強制さ

れるのを嫌がるげれど，勤勉であり ，都会ではとくに余暇を好むけれど，費用

のかからたい仕方でそれを好む。フラソス人の所得は　般的にイギリス人のそ

れより小さい。しかし，フラソスの婦人は節約家（ｅＣＯｎＯｍｉＣａ１ｍａｎａｇｅｒ）で，廉

価た食料を巧みに利用する。したが って，　般的に，支出は所得以下に維持さ

れる点では，フラソスは資本主義国の中で第一級に属する。しかしながら，フ

ラソスは，「国内あるいは外国において，富の非常に大きな部分を新産業や新商
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユユ）
業に投下しなかったように見受げられるのは」，まっ たく健康的た兆侯ではた

かっ たけれど，注目に値する。フラソス人はとくに工学の才能によっ て大きな

事業（１ａｒｇｅ　ｅｎｔｅｒｐｎｓｅｓ）に適している。フラソスの寺院，要塞，道路，運河は ・

高い創造的才能のあることを証明している。また，スニス運河やその他の土木

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０７３）



　２２　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３５巻 ・第６号）

工業事業の成功は，その指導者の構想の大きさを示している。自転車，自動車 ，

潜水艇そして航空機のような製造業においても，フラソス人は優秀た才能を示

した。これら新しいデリヶ一トな産業は大量生産の段階に達するにつれて ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）
「規律のある最も着実た才能が一層重要になる」。フラソスが長い問主導権を確

立していた産業には上述したようたフラソス人の才能が示されていた。フラソ

ス人のデザイナーと優秀な職工の個性，依然として，生産物の無限の多様性を

生みだす形状と色彩の制卸（ｍａＳｔｅｒｙ）においてそのことを十分示している。新

しいパリ製品は大金持の顧客に高い価格で販売し，つぎに，地方の職人によっ

て細工されたその模傲品が，中程度の金持にかなり高い価格で販売される。最

後の段階は，　般的な使用のために ニュー・ ファヅンヨソの採用である。組織

にすぐれた才能を持った商業国の人々は，フラソスから輸入したそデノレの着想

と基調を把握し，この着想を可能たかぎり ，機械的１…謝こ翻訳し，中産階級や

労働者階級のために相当な程度の出来映え（Ｐａｓｓａｂ１ｅ）のイミテーショソを生産

する。このような競争に対応するために，フラソスは，大量生産方式が十分適

当でたい産業においてさえ，大量生産方式を適用せざるを得ない。しかしなが

ら，
バリは，以前の商品に飽きた人々に高い価格で売れる一つまたはそれ以上

の新しいモデルをつくる。このように，フラソスの創造的な才能は，富のたえ

ざる流れの源泉であった。フラソスは，その地位を緯持するために，不断に新

鮮な発明的考え方の供給を必要とする。バリの卓越せる力は，危険な源泉にな

るかもしれない。フラソス農民の間に普及している驚くべき決断力，家族愛 ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１…）

節倹は，危機の時に，フラソ刈こ強さと安定性を与えるげれと，フラソス農村

ではバリの知的芸術的力はほとんとみられなかった 。

　結論的にいえは，フラソスエ業は，補助金や競争的輸入品に対する保護関税

による政府の援助を最大限に受げたげれと，それは最も繁栄した産業ではなか

った。これらの産業の中で，主なものは，造船業，鉄鋼業そして普通の織物製

造業であ った。これらの産業の中でフラソス人の気質にとくに適合したそれは

はとんどなかった。これらの産業は遅々としてしか進歩しなかったから，政府

の旧い産業への援助はそれら産業の企業活動を阻止する傾向があるという観念

　　　　　　　　　　　　　　　　（１０７４）
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に若干の支持を与えた。政府はテリカ １■一と精巧さを特徴とする生産物をつく

っている産業にはとくに援助を与えず，他の諸国の類似品より高い価格で販売

するようにさせた 。

　　１）ＡＭａｒｓｈａ１１，ＩｎｄｕｓｔｒｙａｎｄＴｒａｄｅ，Ｐ１０８

　　２）中世には政治的統一がなく ，フラソスの工業は統一を欠いていた。フラソスエ

　　　業の主要な中心のほとんどすべては，セーヌ ，ローアル，ガ ロソヌの諸河とライ

　　　 ソ河の沿岸あるいは港湾，国境近くに群生し，北と南と東の工業は相互に密接な

　　　連絡はなかった 。
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．

７）〃３ ．，
Ｐ． １１１

・

８）〃♂
．， Ｐ・ １１４

・

９）　１〃五 ，　ｐ ．１１４
．

１０）　１’〃６
．，

　Ｐ ．１１７

１１）　１ろケ五 ，　ｐ ．１１７
．

１２）　１ろ乞五 ，　ｐ ．１１８
．

１３）　１ろ｛五 ，　ｐ ．１１９
．

　（４）産業上におげるドイツの主導権一科学の工業への応用

　ドイツは，中世の大部分とその後のある期間，栄光に満ちていた。そして何

世紀間もの国内の不統一や外国の侵略は，ドイッを目立たないところに押し遺

った。１９世紀後半には，ドイツは急速にかつ確実に政治上経済上第一級の開拓

老の位置に前進した。この意味で，トイソは新興国であり ，青年期の新しい若

干の特徴をアメリカと共有していた。しかしながら，現在の強さは，遠い過去

からの偉大な根源的な資質の継承であることは十分理解しておかなげれぼたら

ない。隔世遺伝的影響（ａｔａＶ・Ｓｔ・Ｃ　ｍ且ｕｅｎＣｅＳ）１よ，個人について同様に，民族全

体についても注目したげれぱならたいのである。歴史の教えるところによれ

ば， ドイツ人はドイツ人に親近さを示す者に愛情を示し，その同情心はかなり

狭く ，「特殊主義」（ｐａｒｔｉｃｕ１ａｒｉｓｍ）に傾き勝ちである。即ち，ドイツ人は，「自

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０７５）
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己の属する特定の杜会 ・経済 ・政治的グルーブの個別の利害に対する不適当な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
主張・見知らぬ人々を犠牲にして闘争する」憤向がある。ヵルテノレのようなも

のも・中世諸市のハソザ同盟やその他の同盟を偲はせる何かがある。今日の

（２０世紀初期の）ドイツのある地域は，イタリーを除いた他の如何たる国々より ，

中世時代に商業と産業に指導権を有した都市を含んでいた。これらの都市は非

公式の同盟をつくっ たりして，たえずその境界線は移動していた。１８５０年頃ま

では，ドイツの国富は相対的にイングラソドのみならずフラソスより小さく ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
ドイツはベルギーやスイスよりも遅れていた。しかし，人々は事情を深く観察

するならぽ，真のトイソ 精神（ｔｈｅ　ｔｒｕｅ　Ｇｅｍａｎ　ｓｐ・ｒ１ｔ）が問断たき紛争によっ

て単に覆い隠されているに過ぎないことがわかるであろう 。真のドイツ精神は

消滅したかった。ドイツ人は政治上では失敗したげれど，ドイツ人の思想は ，
「空中の帝国」（ａｎ　ｅｍｐ１ｒｅ　ｍ　ｔｈｅ　ａ・ｒ）即ち

，哲学，文学そして音楽の「帝国」

を建設した。「空気中のこの帝国」は，プ ロシヤのものでなくて
，　
ドイツのも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
のであ った。この観念上の帝国は，物質上の帝国の基礎であ った 。

　１９世紀前半・大学はトイソ各地から集まる人々の集会所であった。学者と学

生が，各大学を移動することによっ て， 哲学，科学そして文学や音楽がトイソ

統運動を鼓吹した。この知的統運動は，経済間題に多くの注意が払われる

前に，長足の進歩をとげた。しかし，ドイツの商業部門の不便さが逐次明確に

なっ てきた，それで，物質的た事柄にのみ関心を持った人々は，この不便さに

よっ て生じる「いらいら」を利用して，商業的統一を押しすすめた。一部分は ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
より大きた目的への手段としてであった。この運動はトイッ関税同盟（Ｆ１ｓｃａ１－

１ｅａｇｕｅ）の形態をとっ た。１８５２年，関税同盟は単一の関税地域として全ドイツに

拡大し，域内において商品は関税なしに移動し，国境において徴収された関税

は共同基金として使用され，最終的に国内商業への障碍を排除した。この障碍

はＦ ・リストの言葉でいえほ，「国内交通を不具にし，そして，人体のあらゆる

四肢はきついヒモで縛り ，それ故，血液は身体の中を循環することができない
　　　　　　　　５）
のと同じ効果を持つ」。関税同盟の利益は，開明自由貿易論者Ｎｅｂｅｎ１ｕｓと開

明保護関税論者Ｌｉｓｔのいずれの観点からみても，何らかの相当な欠陥によっ

　　　　　　　　　　　　　　　　（１０７６）
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ても減殺されないということである 。

　ライソ河　　重要地点の水深は深くなっている　　は，５０００トソ級の貨物船

の航行が可能であり ，これらの貨物船は，石炭やその他の重要物資を低廉た運

賃でほとんどスイス国境まで運ぶことができた。ライソ河ほどでないに・しても ・

ライソ河以外の河川も改修された。トイソの主要な河川の流域と連絡する運河

組織は当時すでに改修されつつあり ，トイソの北部地方におげる重量のある貨

物品の運賃の　般的な低廉化のため，将来　層の運賃低下が期待された・トイ

ツ最初の鉄道は主に水路交通が最高に供給されたこの地域に建設された。１８５０

年でも，ウニストファリァとライソラソド地方とその近辺は，人口が欄密で ・

商業と工業が繁栄した地域を彩成し，ドイツ諸州の鉄道系統は，これらの地域

に従属していた。鉄道は，低部ライソラソドやウニストファリアを，ヨーロッ

バ大陸において，最強力な経済単位にした。これらの地方は，南部においては ，

ノレクセソフルグやアノレサスの鉄鋼及ぴライソ河上流域地方の工業地域と密接な

鉄道綱で結ぴつげられていた。東部においては，類似の鉄鋼地域かサクソニ を

通じてシリジアにのびている。これらの二地域は，ヨー肩ツパ大陸の鉄及び鋼

の産出物の約去を生産していた。ドイツは，南部ババリアを除いて，ほとんど

山脈はなく ，ヨーロッバの中央部の位置の利益を享受していた。トイソの地味

はフラソスほど豊饒でなく ，ドイツの気候はフラソスほど温和ではない。ドイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
ツの地味は，英国の第四番目の最良の地域のそれより良いとはいえない。ドイ

ツの暑い夏は，英国より小麦，甜菜やその他の作物に適してい乱ドイツは ・

全体として，フラソスよりも小さい英国よりも，同一の労働量と機械設備でも

って一工一カー当りの食料をより多く供給することができる。当時のドイツの

人口は英国やフラソスのそれより欄密であ った。ドイツは ヨーロッバで発見さ

れた石炭の半分を持っており ，酸化カリウム（Ｋ．Ｏ）の埋蔵量では比肩する国

はたい。鉄鋼の供給は，第　次大戦まで，アノレサスやフラソスからきていた 。

ドイツを囲む最富裕国又は最富裕に近い地方は，鉄道連絡が便利であるという

ことは注目に値する事実であり ，トイソ国内とこれらの地域との交通は，「直通

運転」（ｔｈｒｏｕｇｈ　ｔｒａ丘１ｃ）によっ ておこなわれプこ。このことは商業により大きな

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０７７）
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　　　　　　　７）
重要性を与える 。

　英国の輸出と輸入は，　般的に，鉄道から船舶に，船舶から鉄道へ， 若干の

費用で，しはしは若干の余分の危険でもっておこなわれなげれはならなかった 。

しかし，トイソの輸入貿別こおいては，貨物は直接生産者から消費者の倉庫に

輸送される。ドイツは，アメリカ合衆国と英国を除いて，国境と国境が接しな

い国々への輸出額は，全輸出額の 音に達しなか った。「ヨーロッバの市場は ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
総計において，現在，世界の他の十の地域の市場より大きい」。ドイツはその中

心であり ，運賃ｇ節約は現実にドイツの販路を拡大した。各邦の長い間の分立

のため，トイソは，大量生産のための機会がほとんとなかったげれと，突然 ，

例外的に大量生産の利益を獲得した。トイソは，その国情の線に沿って大量生

産の利益を発展させた。このことは，一方で，プ ロシヤやドイツの自余の諸邦

においてより小さな程度において良かれ悪しかれ，フレドリックニ世やビスマ

ルク等の鉄血主義者（ｍｅｎ　ｏｆ ・ｒｏｎ）が展開した厳格た規律（ｓｔｒ・ｃｔ　ｄ・ｓｃ・ｐ１・ｎｅ）を

表示するとともに，他方で，国民精神（ｎａｔｉｏｎａ１ｓｐｉｒｉｔ）の高揚と関連した教育

への熱望を示している。これらの二つの動機は，　ドイツの「偉大な地理的利

益」（ｇｒｅａｔ　ｇｅｏｇｒａｐｈ１ｃａ１ａｄｖａｎｔａｇｅｓ）に作用し，必然的で汰いにしても，トイツ

を科学を大量生産に適用する指導副こさせた。地理上及ひ物質上の視点からみ

れは，フラソスとトイツは，若干の側面において，相互に類似しているげれと ，

人問の視点からみれば，差異性の方が同一性より著しい。２００年問，フラソス

は強力な国民感清によっ て統一され，ドイツは相互に闘争を繰り返した。にも

かかわらず，個人主義（１ｎｄ１ｖ１ｄｕａｌ１ｓｍ）はトイツ的性格よりむしろフラソス的
　　　　　９）
性格である 。トイツの最良の手細工（ｔｈｅ　ｂｅｓｔ　ｈａｎｄ１ｗｏｒｋ）は，芸術的た感覚が

必要とされる点において，フラソスのそれほど個性的でたいかあるいはすぐれ

ている訳ではないし，仕上げの正確さと精妙さを要する生産物においてはイソ

クラソトの最高水準に常に達しなかった。　般的にいって，トイツの小工場と

家内工業の生産物は，大工場の生産物より以下に位置づげられ，長時問労働と

低賃金を反映する低価格によっ て販売されていた 。

　トイツは科学研究において指導的位置を維持しており ，科学の実際問題への

　　　　　　　　　　　　　　　　（１０７８）
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組織的適用において競争相手は存在しなかった。１８２８年Ｌｉｅｂｉｇはギーゼソ大

学において化学研究室（ｃｈｅｍ１ｃａ１１ａｂｏｒａｔｏｒｙ）を設置した。生産におげる化学技

術のその後の急速な進歩の大部分は，彼の学生達とドイツ等において彼等によ

って教えられた人刈こ負うている。化学の真の母国であるフラソスは，フラソ

ス自身の路線に沿った仕事を続けた。アメリカの科学研究は初期にはドイソの

影響下にあ った。英国も次第にドイツに従った。ドイツの教育の主要な強さは

その秩序と制度に存する 。規律（ｄ
・ｓｃ・ｐ１ｍｅ）は自発性（ｓｐｏｎｔａｎｅ・ｔｙ）の敵であ

１０）

る。 自発性は創造的仕事，とくに思想に画期をもたらすような創造的仕事の主

要な要素である。トイソの生徒の規律ある学校生活は工場や経理課における服

従的仕事（ｓｕｂｏｒｄｉｎａｔｅ　ｗｏｒｋ）の良き準備である。しかし，これは
，自助（ｓｅ１ｆ－

ｒｅ１ｉａｎｃｅ）と忍耐力（ｔｈｅ　ａｂｉｌｉｔｙ　ｔｏ　ｆｏｒｂｅａｒ） ，速い直観力（ｑｕｉｃｋ　ｉｎｔｕｉｔｉｖｅ　ｓｙｍｐａ －

ｔｈｙ）の教育において，部分的に成功したにすぎない。子供が子供から学ぶ教

育は政治的才能（Ｐｏ１・ｔ・ｃａ１ｆａｃｕ１ｔｙ）の主要な源泉であり ・このことは・若干の

欠陥にもかかわらず，同情心と愛情の絆において，大英帝国を結束させた ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ１）
歴史は，ドイツ人が幾分これに欠けていることを示しているようにみえる。ド

イツの学校は英国のそれより厳しい規律を持っていた。にもかかわらず，ドイ

ツの大学においては
，教授と学生は偉大な自由（９ｒｅａｔ　ｆｒｅｅｄｏｍ）を享受してい

た。 学生と同様に，教授のたえざる大学から大学への移動は国民的意見の形成

に影響を及ぽした。ドイツの大学教授は，講義のテーマやその主題をとりあつか

う方法を選択する自由が許されているにもかかわらず，ドイソの大学では相当

た程度において秩序と効率が結びつけている。このように，世界の各国は，ドイ

ッの教育方法から学ぶことが多い。Ｌかし，ドイツの学校生活の規律は大学で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）
与えられている無制限の自発性にとっ て良き準備であるかどうか疑しい・この

問題は，イギリス人も自信を持って語れたい問題であるが・とマーシャルはい

っている。この問題とは，ドイツの教授のあげた独創的た業績にもかかわらず ，

それはし序しば幾分洞察力（Ｐｅｎｅｔｒａｔｉｎｇ　Ｐｏｗｅｒ）を欠く嫌いがあることである
・

しかし，トイソの大学におげる平均的学生は，英国の大学の平均的学生（運動

競技に過度に熱中するのにもかかわらず）のようにうまく教えられたり １あるいは

　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ０７９）
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真面目に研究したりしているのかどうか疑しい。しかし，トイツの学生の大部

分（約６５，０００人）は，学校卒業後，科学研究に従事していた。そして，約五千人

の訓練された科学者は，特別た技術により生計を立ようとしていた
。

　軍隊教育は非常に弱い性格の人々に何らかの堅実さを与え，貧民の増大を妨

げることに役立つことができた。しかしたがら，それは多分繊細で感受性に富

んだ人々にとっ て何らかの障害になり ，文学や芸術や科学におげる表出にとっ

て必要な最高の才能のみならず肉体的熟練のより精妙な訓練の発展を阻止する

であろう 。これらの留保条件は重要である。トイツの知的活動の総量は，他の

如何なる国よりも大きく ，大低の大企業の首脳や高級官吏が大学で獲得した広

範囲た学識は，トイソに科学の産業へ幅広く適用することを可能にし，産業上

におげる特別た種類の主導権に対する主張を確立した
。

　教育におげる大量生産の経済（ｔｈｅ　ｅｃｏｎｏｍ・ｅｓ　ｏｆ　ｍａｓｓ・ｖｅ　ｐｒｏｄｕｃｔ・ｏｎ）を利用し

て・ トイソは・下層の中産階級や職工さえも手の届く授業料で，高等教育を供

給することができた。教育の大規模システムの偉大た利益は，若干の欠陥を伴
う・ その欠陥は，「科学的知識のあるプ 回レタリァート」の成長として時々描
　　　　ユ３）
かれている。単に書いたり ，簡単に計算をすることができる会杜員は適当な地

位をみつげ，目常的なノレーテイソな仕事の改革者は彼の地位を少々昇進させる
。

各自が適切な地位を得ている臨経済的観点からみれほ，各自は卓越せる任務

を果しているのみならず，杜会的観点からすれば自国の強さの源泉である
。

　トイソ　　スヵソシナヴィァやスイスでも同じことがいえるが　　において

は， 教育は，目常生活におげる市民の行動に真面目さと強さを与え，国民道徳

（ＣｉＶｉＣ　Ｖｉｒｔｕｒｅ）を発展さす。教育は，また，今目のドイツ人にドイツ人が耐乏

経済の世代から受げ継いだ低い生活水準と高遠な思想の習慣を固執させる傾向
　　　１４）
を与えた。ドイツ人の栄養はかつてより改善されているけれど，ドイツ人の食

事はやはりフランス料理よりも常によくない。６０年則，多分４０年則も，平均的

なドイツ人は，イギリス人の音しか仕事をしなかった。しかしながら，イギリ

ス人は繁栄によりやや甘やかされている間に，ドイツの産業労働者は以前より

一生懸命働くようにな った。ドイツの労働者の一時間当りの仕事は，イギリス

　　　　　　　　　　　　　　　　（１０８０）
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の労働者とほとんどかわらくなり ，ドイツの労働者の労働時問はイギリス人よ

り長くな った 。

　現代工業の初期の段階では，科学的訓練は相対的に小さな重要性しかもたな

かっ た。 それ故，実際的な能力や組織的能力に弱いことを認識しているドイツ

人は，先進国を凌駕しようとして，最初は，生徒の役割に甘んじた。ドイソは ，

まず，イギリスの製造技術を直接模倣することによっ て始めた。つぎに，イ

ギリスの企業に雇用されて，低賃金のかわりに勤勉な用役を提供し，ビジネス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ５）
の内部のｗｏｒｋｍｇにおげる知識を習得した。このようにして得られた実際的

知識と才能は，大規模なヒシネスの効率性を発輝するための基礎として役立て

られた。これは，工業と商業のすべての領域に普及した。学校，大学そして技

術研究所の組織的訓練は，工業と商業に利用された。ずっとドイツは他国でつ

くられた如何なる重要な発見の実際的意義を速やかに把握しそれを速やかに利

用してきた。進歩が，将来の目的への手段の機械的適用　　そこにおいては ，

彫琢された精神的訓練より ，当意即妙な機知（ｒｅａｄｙ　ｗ・ｔ）と健全な判断かより

重要である　　に依存しているとすれは，トイソの工業上の指導権の拡大への

希望は，現在より小さかったであろう 。人間が獲得しつつある自然に対する支

配力の増大の大きな部分は，化学，電気，生物の諸科学の助げに負うているで

あろう 。いまだにほとんど開拓されない広範囲な領域が存在する。将来収益を

増加させるかもしれないこれらの領域においては，天賦の機智が重要になるげ

れど，それは，十分な訓練と高度な研究室で装備されている条件の上において

のみである。丁度，海戦において，天賦の機替と勇気はかってにおいても今目

においても勝利のために必要であるが，近代的装備による助げがなげれぱ，そ

れはほとんど役に立たない。農業の進歩は，化学やその他の科学の適用に大き

く支配されていることはよく知られている。新しい繊物や染料，ガラスそして

鉄鋼などは，圧力，爆発力，熱やその他の物理的諸力の適用によっ て生産され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６）
たものである。トイソはこの点においては顕著な役割を果した。二 ・三の諸国

は， これらの種類の科学上の概念ではドイツと同じ。水準に達しているげれど ，

徴細な組織的仕事（ｔｈｅ　ｏｒｇａｍｚｅｄ　ｗｏｒｋ　ｏｆ　ｄｅｔａ・１）において，いままで，トイツに

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０８１）
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比較できる国はなかったげれど，この徴細な組織的仕事による，画期的な思想

が， 産業に画期をもたらす方法で実現された国はドイツ以外になかった。ドイ

ソは，科学を実際的な仕事に応用のための大きな展望を与える化学工業（カラ

スエ業を含む）においてリードしていることは疑うことはできたいし，他国より ，

科学の進歩を自已目的とするもの，各種の技術的目的を追求するものの両方に

おいて，より大きな数多い研究所を持っていた 。

　ドイツ産業は，伝統的な組織の束縛からの自由において，イギリス産業より

有利であ った。トイソは，偉大た任務のために，大量の資本と労働力を集中す

ることができ，他国の経験，他国の最良の方法，機械や組織を刺激改良するこ
　　　　　　　　　　　　　　　１７）
とにより利益を得ることができた。ドイツ人は，英仏の産業人がすでに確立し

たところの市場において地歩を獲得しようとする時，利益が小さい場合でも ，

どんな小さな注文でもそれに応じるようにし，とくに製造業において地方の二

一ズに綿密に適応させることにすぐれており ，気候，趣味，習慣そして迷信に

おげる差異をすはやく注意した。トイソ人は長期の掛売りで相対的に小さいリ

スクで販売できるビジネス事清を良く知っており ，東欧，アジアそして南米の

言語をマスターすることに労をとっ た。

　保護関税により ，経済的にトイツの勢力圏内にある ヨーロヅパの若干の諸国

は， より単純な移態の大量生産のトイソ方式を採用しつつあり ，したがって ，

ドイツは，かつてのイギリスやフラソスがなしたように，半発展国（ｈａ１ｆ－

ｄｅｖｅｌｏｐｅｄ　ｃＯｕｎｔｉｅｓ）が独力で生産できないようた緕密なる商品，しかも，世界の

各地の金持の消費者が価格に関係なレこ買いたいと欲している商品を生産する

方帥こ， ドイツの輸出産業を転換せざるを得たか った。ドイツは，ほとんどスラ

ブ民族とラテソ民族から，鉄工業と建設業のための強健な肉体労働者の供給を
　　ユ８）

受げた。彼等は喜んでしぱしぱ低賃金で勤勉に働き，未熟練の肉体労働だげで

なく半自動的な機械の運転のために役立った。これは，英国の繊維産業の新し

い地域が，かつて古い地域に対して持っていた利益のように，ドイツとアメリ

カ合衆国は，英国より有利さを持っていることを意味する。何故なら，新しい

地域においては，誰もが，新しい方法により新しい仕事をすることを欲してい

　　　　　　　　　　　　　　　　（１０８２）
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る反面，古いギルトの精神が，長い訓練によっ て得られた知識と熟練の価値を

低める傾向にある新しい方法の導入に対して反対を提供した 。

　大量生産の経済を提供する産業は，保護関税により多くの利益を得ることが

できるのは当然である。もし，保護関税が，外国に対する大量販売の機会を開

きたがら，産業に撹乱されたい国内市場を保障するように整備されるたらは ，

国内外の販売は中立市場における競争相手より安く販売するように当該産業を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９）
助げ，大量生産の経済カ１一層強まるのである 。トイソ人とアメリカ人は，この

ような考え方に支配されることが多かった。ドイッ人とアメリカ人は，国際貿

易に関する国家政策（ｎａｔ・ｏｎａ１ｐｏ１・ｃ・ｅｓ）は，大量生産が確立した時のそれと大

量生産が確立する以前のそれとは異なる基礎に依存しているという結論を生み
　　２０）

だした。しかしながら，このようた示竣は不十分であると考えられる理由が存

在する。第一に，大量生産の経済には，多くの異なった種類のそれがあるとい

う事実を説明したい，ある大量生産の利益は，コスモポリタソ的属性を持ち ，

あるそれは，国家的であり ，あるものは，地方的であり ，あるものは，個別企

業に属する。第二の新しい視点は，保護関税により単一産業が多くの利益を引

き出すことは，他の産業への損失と障害を意味するという古い議論に力を与え

る。 そして，たとえ保護関税が特殊た有利さのために大量生産の産業が適切で

あると考えられるにしても，究極的な結果は，大量生産産業にほとんと役立た

ないかもしれないし，また，　般に国家に損害を与えるであろう 。ｒこの種の

問題は，だんだん明確になってきたことだが，経済学者の最高の問題と密接に
　　　　　　　　　　　２１）
関連していることである」 。

１）　Ａ　Ｍａｒｓｈａ１１，Ｉｎｄｕｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｔｒａｄｅ，Ｐ！２２

２）　１”五 ，　ｐ．１２３
．

３）　ヱ”３
．，

　ｐ．１２３
．

４）　ヱ”ム ，　ｐ．１２３
．

５）　１ろ壬五 ，　ｐ．１２４
．

６）　１’ろ乞五 ，　Ｐ．１２６
．

７）　ヱ”五 ，　ｐ．１２７
．

８）　１”ム ，　ｐ．１２７
．

（１０８３）
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ｇ）　ヱ〃五 ，　ｐ．１２８
．

１０）　１”五 ，　ｐ．１２９
．

１１）　１”ム ，　ｐ．１２９
．

１２）　１”ム，　ｐ．１３０
．

１３）　１”ム ，　ｐ．１３１
．

１４）　１”か，　ｐ．１３１
．

１５）　１”五，　ｐ．１３２
．

１６）　１ろケ五，　ｐ．１３３
．

１７）　１”五 ，　ｐ．１３５
．

１８）”五・Ｐ・１３７・アメリカ合衆国も，スラブ民族とラテソ民族から肉体労働者の

　供給を受げた 。
１９）　１”五 ，　ｐ．１３８

．

２０）　１Ｆろク五 ，　ｐ．１３８
．

２１）　１”五 ，　ｐ．１３９
．

（５）産業上におげるアメリカ合衆国の主導権　　多様な標準化一

　アメリカ合衆国におげる製造業の方法は，各種の機械設備や消費のための生

産物が標準化（ｓｔａｎｄａｒｄ１ｚａｔ１ｏｎ）されていることである。アメリカ的方法は，最

終生産物を単純た部分に分解し，十分た数の半自動機械に分解した部分の装置

を供給することである。標準化は，使用される材料の相違と，生産物が必要と

される目的に応じて，いくつもの異なった種類をもち，個別企業の構造，産業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
のマーケ ッティソグと　般的組織に応じて変化する。マーンヤルがここでの関

心は，アメリカに主導権をもたらした原因とその　般的特徴である。その原因

は， 最強国中の強国になっているのに青年の精神を維持していること，人種的

差異にかかわらず，老大な人口の生活様式の画一性，一方では，特殊た熟練

に欠げているげれど，半自動的機械を動かすことができる移民労働の大量の供

給， 他方で，計画と管理において機敏な決断力のあるアメリカ的迅速性，鉄道

による長距離輸送の運賃の低廉化により ，遠隔地にある巨大企業は，近くの小

企業との競争において有利である，少数の人々に大量の資本が蓄積されている

こと，である 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（１０８４）
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　「新しい国」（ “ｎｅＷ　ＣＯｕｎｔｒｙ”）とは，通常，西欧の先進国民の効率的な支配の

下にあって新しくなった国と考えられている。それ故，この新しい国では，原

住民（ａｂｏｒｉｇｉｎａ１ｐｏｐｕ１ａｔｉｏｎ）は依然として生活しているげれど，その土地の運

命についてもはや何らの影響力も行使していない。新しい住民は，彼等の新し

し・車り方ム毛の二』地の姿源そ，毛の二』地右薬展させた。「旧い国」とみたされ

てきた国が，再び，突然「新しい国」にたるかもしれない。何故たら，そこの

国の多くの人々は，近代的産業方法の魅力に目覚め，産業技術をこれまでほと

んど眠っていた豊富な天然資源に緒力的に適用する。「目本は，この意味でこ
　　　　　　　　　　　　　　２）
こ３０年問ほとで新興国にた った」。より多くの天然資源をもつイソト ，中国 ，

ンヘリヤそしてフラシノレは，今世紀のうちに新興国になるかもしれない。これ

らの国々は，アメリカ合衆国から学ぶべき多くの事柄がある。アメリカ合衆国

は， 英国，フラソス，トイソという三角捗に，第四番目の頂点となり ，四辺形

を彬成した。この四大工業国の影響は遠くまで及んだ。北アメリカのようた温

和でかつ刺激のある気侯条件の中で，頑健な ヨーロッパ人によっ て設立された

植民地は繁栄した。肉と木材と酪農品は豊富であり ，粗雑な家屋が容易に建て

られ，穀物が精選された良質の土壌の畑から得られたため，人々やその子供達

は良く育ち，頑健であ った。マーシャルは，そこでＡ．スミスのつぎのようた

言明を引用している。彼等が母国からもたらした最も重要な富は，「農業技術

の知識　　服従の習慣そして正揚の政府についての若干の観念」である。彼等

はまた遠大な利益を期待して現在の苦しい仕事に耐える喜びと遠くを見る習慣
　　　　　　　　３）
をもつようにな った。ｒ精神的富」（ｍｏｒａｌ　ｗｅａ１ｔｈ）である資本ストックが ヨーロ

ッバからくるまでは，アメリカ合衆国には素晴しい物質的資源が眠っていた 。

　移民はアメリカの物質的富を発展させた。移民の生活におげる新しい希望 ，

自由そして変化は，彼等の生活の中で，高遠な精神と自主性の芽生えを発展さ

せた。これらの要素は抑圧されて顕在化しなかっただげで，大低の人々の中に

潜在的に存在している 。定住生活（ｓｅｔｔ１ｅｄ１・ｆｅ）の安定性と静譜（ｓｔａｂ・１・ｔｙ　ａｎｄ

ｑｕｉｅｔ）さは，人々の性格に良好な影響を与えるとともに悪い影響を与える 。

人々は，異なった習慣をもっ た人々との交流により ，あたかも従来自然の法則

　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ０８５）
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のように黙諾してきた思想や行動についての多くの習慣を吟味しはじめる。移

住民は，母国に残った大多数の者より ，機敏でより弾力的な考え方を持ってい

る。 これは，異なった環境の中で，移民の心的活動を刺激するという法則によ

っている。鉄道や電信の時代以前の「新しい国」の人里離れた村々での生活は ，

母国のそれにおげるよりより酷しい状態に置かれていた。このようにアソグ ロ

・サクソソの植民地は急速に時代遅れになっていた。オラソダの植民地もそう

であり ，フラソスの植民地であったケベック州のある地域はフラソスより時代

遅れであ った。しかし，ミシシッ ピー渓谷の開発はイギリス人に衝撃を与え ，

ある面において，合衆国の１９世紀の初頭より若く活動的であった。何故たら ，

合衆国の人民は，新世界のヨーロヅバの他の植民地主義者とは異たり ，彼等の

精神的な工不ノレギー は， 大西洋を渡る偉大な移民行為によっ て刺激されたはか

りで狂く ，広大な合衆国内部におげる異常な移住の継続によっ て刺激された 。

過去６０年問，この傾向は強力であ った。この国内の内部移住の主要な原因は ，

最も豊富な地域に初期の移民が接近することができなかったからである。最も

活動的で，冒険心に富む初期の移民の子孫は，大陸の中心地にある経済的に魅

力のある土地に移動した。この事実は，政治的観点のみならず経済的観点から

重要であ った。大西洋岸の土質は，とくに北部は，相対的に貧弱である。偉大

なミシシッ ピーの渓谷の最良の土質は非常に柔かった。「歩くための杖（ＷａＬ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
ｋ１ｎｇ　ｓｔ１ｃｋ）は，それを把手まで押し込むことができる」。ミ■ンッ ピーの大部

分の地域では，「植物の食料が多く保蔵されている」から，肥料なしで多くの

穀物のストックを生みだすことができる。北都の半分では，土壌と気侯が小麦

にとくに有利であり ，南部では，玉蜀黍が標準的な穀物である。何年問も肥料

を不要とする力は，農器具を設備し，家畜で種をまく資力のない人々にとっ て

は非常に魅力的であ った。この有利さが，この土地の　般的な肥沃さとが結ぴ

ついて，「西部」（ミシシッ ピ渓谷は長い間こう呼ぱれた）に，偉大な国民の背骨に

たるような頑強で独皿的な性格をもつ人々を惹きつけた 。

　「鉱夫の動態」は，農民より一層自然的原剛こより支配される。両者は，鉄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
道にとっ ては重量のある貨物を提供し，　般的に鉄道建設の コースを支配する 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（１０８６）
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水力は製造業者を惹きつげる。しかし，西径約１００度からユ２０度にのびる山岳

地帯の不毛性の主要な原因は水不足である。今日知られている最も豊富た石炭

産地はアレガ ニー山脈（ｔｈｅＡ１１ｅｇｈａｎｉｅｓ）の西側の斜面に位置しており ，最も豊

富な鉄鉱山はシ ュベリオノレ湖（Ｌａｋｅ　Ｓｕｉｅｒｉｏｒ）の近くにある。製鉄業者に必要

とされる原料は，ほとんど同じ コストで，アレガニー山脈とロッ キー山脈の問

に位置する大部分の諸州から集めることができた。これらの諸州では，農業と

ともに鉄鋼生産や　般製造業者の生産が最も豊富である。アレカニー山脈は ，

現実に，大西洋岸とミシシッ ピー渓谷の間の往来にとっ て障害になっているけ

れど，これが克服されるならぱ，如何たる競争相手になる国もたいほど合衆国
　　　　　　　　６）
は発展するであろう 。

　「アメリカ人は，不断に拡大する国内需要を持っている，このことが，アメ

リカ人を拡張に導き，コストを改善し，合理化し，新しいブ ロセスを採用する

ように導く 。アメリヵ人はまた一政府の下に一大陸を持つ……要するに，それ

は， 同じ条件，同じ法律，同じ国旗そして自由市場の下で，あらゆる点におい

て制約されない自由交易を持つ」（Ｃａｒｎｅｇｉｅ）。 この完全な流動性（ｐｅｒｆｅｃｔ　Ｈｕｉ－

ｄｉｔｙ）は，アメリカ合衆国の各生産部門をすぼらしく効率的にした。　しかし ，

これは，同時に，生産者と消費者カミ広く分離される傾向にあり ，この分離が強

力のために，生産方法を抑圧する傾向があ った。何故なら，それは，購買者の

特別な必需品あるいは嗜好に依存しているからである。この生産者と消費者の

乖離と消費者の趣味と嗜好を考慮せさるを得ないという方向への強い力は，工

業製品のアメリカ人の需要の同質性（ｈｏｍｏｇｅｎｅ・ｔｙ）によっ て促進された。スカ

ソティナウィア人は，イタリー 人， そして土着のアメリカ人とポーラソト人と

では，感情，生活様式そして職業においてさえ相異しているのにもかかわらず ，

彼等ははとんと同じ商品の購買者である 。気侯の差異を甚斗酌するにしても，彼

等は類似した衣類，家具と家財用具等々を購入する。若干の黒人と若干のその

他の人達は，旧い習慣や方法に固執し，最も効率的で建済的匁用具より彼等の

慣れている用具を選好する 。

　アメリカ合衆国の人口の需要はｈｏｍｏｇｅｎｅｏｕｓであるけれど，この人口は ，

　　　　　　　　　　　　　　　　（１０Ｓ７）
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一方で，機械を発明するために必要な才能と素質を，他方で，相対的に低賃金

で十分な知識をもっ て機械を作動させるために必要とされる才能と素質を供給

した。農民にならなかったイギリス人，スコットラソド人及びドイツ人の移民

は，　般的に，都市あるいは鉱山で熟練労働者になった。長い訓練時間を要す

る各種職業の職長の大部分は，これらの移民労働老から供給された。即ち，真

正のアメリカ人は，経営上の高い地位に就くかあるいは着実に獲得される手先

の技能よりむしろ機械を動かすのに異常な機敏さを必要とする仕事に従事する

のかいずれかであ った。アメリカの製造業者は，不断に繊細さと精巧を必要と

したのにかかわらず，高度た手先の熟練さ，とくに，手工業におげる長い徒弟

生活に奉仕した人々に対する需要の増加の程度は緩慢であ った。限られた高度

な手先の技術をもっ たヨーロッパ職人をアメリカヘ移住をするようにする誘因

は以前より小さくな った。あれこれの理由のために，イソグラソド，スコット

ラソドそしてドイツからのアメリカヘの移民は，非常にすくなくな った。アイ

ノレラソドからの移民も，依然として，相当多かったげれど，また緩慢にな って

きた。この理由は，一つは，アイ ノレラソドの人口が，その資源にとっ てもはや

大きく液りすぎていたいこと，土地制度が，かつて存在したより寛容にた った

ことによっ た。

　イタリーやヨーロッパの中東地域の貧しい人々が，アメリカ合衆国に避難場

所を求め始めた。イギリス人やドイツ人を母副ことどめつつある経済進歩の同

じ理由が大西洋を渡らす比較的貧しい人々の数を増やした。これらの人々の中

には非常に優秀な人々が含まれていた。たとえぱ，カリフォルニアにおげる良

好た果物を成育する技術の急速な進歩は，イタリー人の移民の侯統的な技術に

よっ てもたらされた。しかし，彼等の多くは，建設，鉄道建設，鉱山，鉄鋼業

等々におげる肉体労働に従事していた。ある鉄鋼業のある特別な部門では，ス

ラブ人がそれまで職長として労働してきたがアイ ノレラソドの人達にとっ てかわ

られ始めた。また，スラブ人労働者の大多数は，大都市において相対的に軽く

て単調た労働に従事していた。イタリー人労働者は確固たる意志と自制心が欠

如しているかもしれたいが，彼等は，敏捷機敏で，かつ多才で，そして，　般

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０８８）
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的に容易に訓練を受けいれ，機械の使用にすぐに関心を持ち，半自動機械を使

用することを妨げる伝統を持たたい。このようにして，アメリカ合衆国は，相

対的に低賃金で，大工場でノレーティソな仕事をする大量の人々を供給すること
　　　　　　７）
が可能にな った 。

　旧世界においてぱ，進歩的な産業地域は，労働老達にとっ て， その生産方法

ははじめてであり ，最新の過程にすぐ自分達を適応させ，全力を尽して最新の

機械を動かす労働者達の移動から多くのもの獲得した。ドイツ以外の国で，より

次元の高い機敏な労働者をほとんど無限に供給できる国は米国以外にはたか っ

た。 すべての移民は，孤立した行動と個人主義的ねらい（ｍｄ・ｖ・ｄｕａ１・ｓｔ・ｃ　ａ・ｍｅｓ）

　　　　　　　８）
をいだく煩向がある。この傾向は，物質的成功の熱心な追求者を育てる。この

傾向は，また，機敏さ，飽くことなき努力，賃金の高低によっ て職業をかえる

ことを促進した。これが合衆国の特徴であ った。この点に関しては，アメリカ

の条件は，一世紀前のイソグラソドの産業地帯の諸条件と類似していた 。

　特化された生産の諸部門は，適当な原材料と好ましい気候そして良好た市場

への接近が容易である場所に生じる傾向がある。しかし，このような条件を満

たした産業の発展は，最近まで緩慢であった。合衆国では，地方産業の成長は

常に急速であ った。その理由の一つは，合衆国の職人の多くは移民であったか

らである。勃興する産業の中心に向げてすでに移動した者を誘因する力は，母

国から移民を惹きつげる力より小さい。したが って，特殊な熟練をもっ た移民

は， 自己の技術が高く評価されるであろう場所に容易に移動する。この地方化

の原因は，自動機械やその他の高価た機械が，高度な組織的才能（ｈ
・ｇｈ　ｏ・ｇａ・・一

ｚｉｎｇ　ｆａｃｕ１ｔｙ）とともに，肉体的熟練よりより重要な要素になるや否や，非常に

弱体化した。しかし，良好で安い鉄道網によっ て与えられる利益は，合衆国の

中部と東部の諸州の人口彫密な地域や町に対して，資本家的企業者や労働者に

対して不断の誘因として作用した。ほとんどすべての大都市は競争的な鉄道サ

ービスを持っていた。アメリカ合衆国は，他の如何なる国より交通条件が良好

であ った。この競争的な鉄道サーヒスは，英語をしゃへらない移民に，自国語

を話す職長や仲問の下で仕事を見付げだす良いチャソスを提供する。これらの

　　　　　　　　　　　　　　　　（１０８９）
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利益は，産業の大中心地が常に製造業者に便益をもたらすように，巨大都市に

多くの移民を集める傾向があることである。中程度のサイスの都市においては ，

工場のための敷地や住居は低価格のために，イソグラソドと同様にアメリカに

おいても，工場がこれらの都市に移動したのである。若干の強力な工場は，鉄

道と特別た取引をし，田舎に行き，そこで工場自身の都市を建設した。これら

のすべての都市は，巨大都市がそうであるように移民の大低の階級に高度な魅

力を与えた。巨大都市の人口増加は，イングラソドでは見られたように，郊外

の拡張によっ ている，５０万以上の住民の人口増加率は，全人口増加率より小さ

い， そして，５万と４５万の問にある中都市のそれより小さかった 。

　機敏な考え方を持った人々が指揮する製造業の大量生産の組織は，その作業

の大部分は半自動機械によっ てなされるが，それは，相互に補充しあう才能

（ｍｕｔｕａ１１ｙ　ｓｕｐｐ１ｅｍｅｎｔａｒｙ　ａｐｔ・ｔｕｄｅｓ）を持った労働者の大軍を必要とするのみた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）
らず，強力で企画力のある所有者の手に大量の可動資本の集中を必要とする 。

合衆国の物的資源は，鉄道がミ！ンッピ渓谷（Ｍ１ｓｓ１ｓｓ１ｐＰ１ Ｖａｌ１ｅｙ）と大西洋岸と

の密接た連絡しそして新世界が旧世界の市場に密接に結びつき始めた時から ，

急速に増加した。合衆国の所有の剰余の支出は，新しい地域におげる鉄道，道

路等々の移成，農家の建築，農業の発展にほとんど吸収されてしまっ た。 農地

と農業資源は，合衆国の国富の約半分であ った。鉄道は，ヨーロッパからの借

入資本で主に建設されたことは事実であるげれど，鉄道の価値は，それ以上に

なっ た。 南北戦争によっ て老大な資本が破壌され，戦後，土地と鉄道の投資が
　　　　　　　　１０）
急速に増加し始めた。１８７５年頃，合衆国は新しい時代に入った。１８７４年の信

用・ 価格のイソフレー：／ヨソは，信用の崩壌によっ て阻止された。事業は精力

的に回復され始めた。所得から支出を差し引いた超過部分は，急速に増大し始

めた。新しい富の大部分は，土地（ｒｅａ１ｐｒｏｐｅｒｔｙ）の，鉄道の株式あるいは債券

の所有者に分配された。しかし，石油，銅そしてその他の鉱山物質の発展に関

連した危険な事業におげる投資はほとんと損失を蒙った。にもかかわらず，危

険な事業における投資は，大資本，すくれた情報手段と組織能力をもっ た人々

によっ て操作され，大きな利得を生みだした。富む者が一層富を増大させる現

　　　　　　　　　　　　　　　　（１０９０）
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象は，合衆国では他の国々よりもっとも強力に作用した。この理由の一つは ，

機械工業，穀物取引，製粉，家畜取引，製罐詰業そして小売業まで，如何なる

他の国より事業の範囲が大きいことである。このような意志強固で不携不屈の

人々の手にビジネスの利潤が蓄積された。合衆国においては，普通のビジネス

の利潤は非常に高か った。何故たら，資本の成長は急速であり ，才能を持つ人

々の前にまだ未開拓の分野が存在したからである。したが って，普通の率で利

潤を獲得する人々は，何年問にわたって，巨大なビジネスで，尤大な財産を蓄

積するであろう 。しかし，イソグラソドは，自余の世界に一世代先駆けて，石

炭と鉄を各種のサービスに大きく利用した時，イソグラソドの鉄と石炭にはラ

イバルがなかったように利益機会は変化する 。「現在のアメリカ間題」（Ｔｈｅ

Ａｍｅｒｉｃａｎ　ｐｒｏｂ１ｅｍ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｐｒｅｓｅｎｔａｇｅ）は，過去の「英国間題」より ，スケーノレ
　　　１１）

は大きい。しかし，この間題を処理する手段も発展した。電信 ・電話そして快

適で便利な交通手段は，すでに利用可能であ った。強力な資本家は，生産的な

ビジネスや投機，そしてこの二つが結びついたものにおいて，生じるあれこれ

の問題の詳しい研究をさせるために高いサラリー で， 鋭敏かつ熟達した助手の

スタッフを雇用した 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）
　「教育はアメリカにおいて常に深刻に考えられてきた」。しかし，教育は，ビ

ジネスの目標を実現するための手段とは決してみなされなかった。教育は，新

しい工夫を提案したり ，あるいは，ビジネス組織を効率的にするための新組織

の計画を提示したりする力を与えなかった。発明し，編成し，組織するアメリ

カ人の素質は，世界で最も素晴しいという評価が生じた。このことを認めるこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３）
とは，アメリカ人の資質が，天賦の才能の公平な分配以上のものであるという

ことではない。中世の有能なフロレソス人が芸術や政治において卓越性を求め

たように，有能な若いアメリカ人は，発明者あるいは組織者あるいは両方であ

ったことが確かであったことを注目するだけでよい。若い野心のあるアメリカ

人は，職業が何であれ，克服すべき最も困難た仕事と困難を克服するための最

も高度な卓越性を提供する仕事に自然に流れていった。自然淘汰の強力な過程

は， このように，何百万の青年の中からアメリカの指導的産業戦士（ｔｈｅ１ｅａｄｅｒｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０９１）
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ｏｆ　Ａｍｅｒ・ｃａｎ・ｎｄｕｓｔｒｙ）を選ぴ出した
。これらの青年は，先代の多くの機敏な人

種の両親からきており ，金持になることにより伸問達よりより有能で偉大であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４）
ることを証明しようとする決意でもっ て実業の世界に入った。富の蓄積による

検証（ｍＯｎｅｙ　ｔｅＳｔ）は
，全体として，普通の人々が自已の才能を適用できる他

の如何なる検証よりより安全な検証である
。

　合衆国の大金持になった多くの人々は，人生の全盛期にあり ，かつ企業心に

満ち満ちていた。彼等のある人々は，杜会的楽しみ（ｓｏｃ１ａ１ａｍｕｓｅｍｅｎｔｓ）ある

いは文化に対してほとんど関心を持たない。彼等は，生活のｒ精神的な事柄」

（ｔｈｅ１・ｇｈｔｅｒ　ａ丘ａ・ｒｓ　ｏｆ１１ｆｅ）７こ 第二流の才能しか持たないと自覚しており，組織

的な才能の証明として主に評価される致富に従事する時が最も幸福であると自

覚していた。致富で成功した人々が，同業者の評価を得るため，金目的でない

仕事をする時，芸術や科学が最も活況を呈する 。

　合衆国の農業は，新世界に顕著であ った粗放農法（ｅ・ｔｅｎｓ・ｖｅ　ｍｅｔｈｏｄｓ）を離

れて，旧世界の集約農法（ｍｔｅｎｓ・ｖｅ　ｍｅｔｈｏｄｓ）に移行しつつあった。しかし，合

衆国の農法は，単に旧世界の方法ではない。それは，常に部分的に，典型的た

アメリカの農業からきており ，アメリカの農業においては，肉体的重労働は使

用されなかった 。

　如何なる他の国も ，「大企業への機会と誘因」（ｏｐｐｏｒｔｕｎ１ｔ１ｅｓ　ａｎｄ　ｍｃ１ｔｅｍｅｎｔｓ

ｔｏ１ａｒｇｅ　ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅｓ）において，合衆国を追い越す見通しはまだたい。それ故 ，

合衆国の産業上の主導権の位置は，おそらく長い問，例外的な彬態で緯持され
　　　　１５）
るであろう。実際，合衆国のような主導権をとれる国は，他の国から期待され

ない。何故なら，合衆国のように豊富た資源と機敏な広大な人口の両者を持つ

国と競争できるような国は見当らないからである。世界は，合衆国の何倍もの

未開発の資源を持っている。合衆国の成功は，その資源より合衆国に移住して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ６）
きた人々の非常に力強い性格と刺激に負うている。しかしたがら，合衆国の人

口の最良の気質（ｔｈｅ　ｂｅｓｔ　ｓｔｒａｉｎｓ）が数において速く成長していたいことは注目

すべきである。人問生活の改善のための杜会科学の実際的な適用は，合衆国に

おいて，才能と熱情をもっ て展開された。アメリカ住民の新しい気質は，おそ

　　　　　　　　　　　　　　　　（１０９２）
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らくその気質の最も強い側面をまだ示していないかもしれたい。そして，それ

は， 活動力は旺盛であるが，ややあまりにも個人主義的な北ヨーロッパからの

移民によっ て， 初期の合衆国にもたらされた国民性（ｔｈｅ　ｗｅａ１ｔｈ　Ｏｆ　ｃｈａｒａｃｔｅｒ）

を全体として弱めるよりむしろ強めるものとして重要た貢献をするかもしれな
１７）

い。 北アメリカの生活は，この何世紀間，主に西 ヨーロッバのいくつかの国の

生活の継続であ った。１７６０年から１８５０年頃まで，北アメリカの生活は英国式が

支配的であ った。その後，ドイツとスカソディナヴィア諸国からの移民が支配

的にたり ，つづいて，イタリーそして東欧諸国であ った。今目，ほとんど全 ヨ

ーロッパの生活が合衆国にある。この中で，英国のそれがリードしている 。

　　 １）　Ａ．Ｍ１ａｒｓｈａｌ１，Ｉｎｄｕｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｔｒａｄｅ，Ｐ・１４１ ・

　　２）　１”五 ，　ｐ．１４２ ．

　　３）　１”五 ，　ｐ．１４３ ．

　　４）　１”五，　ｐ．１４４ ．

　　５）　ヱ”五，　ｐ．１４５ ．

　　６）　１”五，　ｐ．１４６ ．

　　７）　ヱ”五，　ｐ．１４９ ．

　　８）　１”五，　ｐ．１４９ ．

　　ｇ）　Ｊ〃五 ，　ｐ．１５３ ．

　　１０）　１”五，　ｐ．１５３
．

　　１１）　ヱ”瓜 ，　ｐ．１５５ ．

　　ユ２）　ヱ”五 ，　ｐ．１５５ ．

　　１３）　１一〃五 ，　Ｐ．１５５
．

　　１４）　１”ム ，　ｐ．１５６
．

　　１５）　ヱ”五 ，　ｐ．１５８
．

　　１６）１脇，Ｐ
．１５８

．

　　１７）〃五，Ｐ
．１５８

．
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皿　アソソロソー風結語　　明治以来の目本の

経済発展の複合的諸要因の目録をも含めて

　目本が開国に踏み切った頃は，まだまだ世界は人種差別の甚しい時代であ った 。

その実状は到底今日からは想像できたい。その間に立って目本は我を忘れて欧化に

専念した甲斐あ って，何時の剛こか準白人の第　号と認められたのである。この待

遇を受けるまでに，どれだげ日本が大きな犠牲を拡ったか　　　　宮崎市定ｒ中国

史』

　マルクス主義者を含めての近代主義者たちは　　民族主義をよけて通った　　近

代主義とは・いいかえれぱ，民族を思考の通路に含まぬ，あるいは排除する，とい

うことだ……異族は不当に卑められ，抑圧されてしまっ た。 抑圧されたものが反援

の機会をねらうのは自然である一竹内好『近代の超克』一

　以上・Ａ ・カーンェソクロソとＡ ・マーンヤノレの経済発展論を詳細に紹介し

てきた・詳細に過ぎたかもしれたい。とくにＡ ・マーシャルｒ産業と貿易』は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ）ｍｆｏｒｒｎａｔ１ｖｅで，この本のよりよい要約を与えることは困難であろう ，といわ

れるようにやむを得ないことであ った。最後に，政府の産業に対するほとんど

恒常的なともいえる保護を不可避た特徴とする明治以来の目本の産業化過程に

これらの理論のどの部分が適用できあるいは参考にたり ，どの部分が適用でき

ず参考に資することができたいのかを示竣するためにいくつかアソソロ ジー風

に整理して締め括りとしておこう 。

　１．後発国の産業化の過程は，の　「後発効果」◎　「借用された技術」◎

訓練された観律のある熟練労働者の形成　ｅ　プラソト自体の大きさを追求す

る， という基礎的諸要素が観察される。そして，後発国の産業発展を本質的に

規定する特定の制度的装置である国家，銀行，イデオ ロギー・ スピリットが ，

以上の基礎的諸要素を強める。ガーシニソクロソはそこでつぎのように分析し

ている。英国の工業化は，貿易，農業，工業自体の収入の中から資本蓄積がお

こなわれ，長期投資目的のバソキソグの利用なしに進行したこと，しかしなが

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０９４）



　　　　　　　　　　　　　経済発展論（下）（小野）　　　　　　　　　　　　　
４３

ら， トイツの資本蓄積は，銀行によっ て先導され，銀行（よ重工業部門に多角的

な関心を示し，工業企業に対して圧倒的な支配権を獲得した。ロシアの経済発

展の水準は，ドイツやオーストリアのような諸国より比較にたらないほど遅れ

ており ，国内資本の稀少性は，如何なる金融組織も，大規模な工業化を金融す

るのに成功したかったから，国家の産業部門への積極的介入（租税政策などを通

じて）が不可避であ った。なお，ロノアのヒシ子スにおげる正直さの水準は低
　　２）
かっ た。

　２．遅れて出発した国は，工業化のために一定のイデオ ロギーが必要である 。

ロシアの「絶対的後進性」は，ドイツやフラソスより力強いイデオ ロギーが必

要であ った。もし，目本が ロシアよりも遅れた後発国であったとすれぱ，後発

国目本の工業化は，ロシアよりもっと強力なイデオ ロギーが必要であったとい

うことになる。後発国が先進諸副こキャッ チ・ アッ プするためにはそれに駆り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
立てられる国民的動機と国民的凝集力が必要である 。

　３．非西欧圏の後進国の工業化には，特殊な文化構造が工業化に及ぼす効果

の問題がある。文化構造とは，民族の価値体系であると理解すれぱ・文化人類

学のアプ ローチによる文化構造の研究は，非西欧諸国の後発国の経済発展に悲

観的結論を導く傾向にある。民族学的なこのような結論は，経済発展のダイナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
ミスムを適切にとりあつかわず，可変的諸要素が考察されていない，ロノアの

経験を見よと，ガーツエソクロソはいう 。しかしながら，ロシアは，思想 ・文

化圏としては非西欧圏ではなくキリスト教という西欧と同一の文化構造に属し

ていることは重視しておくべきである。非西欧圏の非キリスト教文化圏の儒教

文化圏に属する目本の文化構造は，経済発展にとっ て促進的要因として作動し

た。

　４．イソグラソドは，１８世紀中に，道路網，水路網を完成させ，自転車，乗

合・ 郵便馬車などの交通手段を発達させ，競争相手国（オラソダとフラソス）を

十分追い越し，世界市場の中心地としての素地をつくっ た。 良好な道路は良好

た運河の出現より遅れた。イソグラソドは工業化開始以前に，イソフラストラ

クチャーを整備していた。目本は，工業化と平行してイソフラストラクチ ニア

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０９５）



　４４　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３５巻 ・第６号）

　　　　　　　　　５）
の建設が進められた 。

　　５・国民的統一あるいは経済的統一・ 融合，経済ナショ ナリズムの意識を持

つことが経済発展の必要条件である。イソクラソトが産業上の主導権を確立す

る以前の競争相手はオラソタであったが，オラソタでは，誇り高き中世諸都市

の「経済ナショ ナリズム」（ｓｐｉｒｉｔ　ｏｆ　ｅｃｏｎｏｍｉｃ　ｎａｔｉｏｎａ１ｉｔｙ）が発達していた。イ

ソグラソドにおいては，１７世紀にオラソダやフラソスと競合することによっ て，

１８世紀中頃には，イギリス人全体の風習も統一され，１８世紀中頃から交通手段

の発達によってさらに杜会全体が統一融合していく 。チ ューダー家の絶対王制

期に，王国全体に適用される法律や行政秩序が定着するようになり ，国内取引

は自由にたる。徳川幕藩体制は，中央集権的統一国家であり ，日本の工業化は

徳川時代に準備された。徳川日本はまた多様な「分権的」杜会でもあ った 。

　　６．中世においては，君主や支配階級は，経済上，軍事上の力はいうまでも

なく ，世界についての知識や視野の広さでは，大衆よりはるかにすぐれていた
。

１８世紀の中頃までに，　般大衆は，中世の農奴的状態から脱して，精神的能力

のみならず倫理的強さにおいても支配階級より急激た進歩を遂げ，賢さ，建設

的能力においても，支配階級に決して劣らたかった。大衆の知識が進むにつれ

て， 自分達の仕事に関する技術的間題についての詳細な知識量は，政府の官僚

達のそれより大きくな った。それ故，大衆が各自の方向を自由に追求する方が ，

産業と貿易が有利であ った。人民を支配する政府から，人民大衆が支配する政

府に移行するにつれて，多くの仕事が政府に委譲される煩向がある。Ｌかし ，

１８世紀にそのようたことをやれぱ，政府は誤まっ て管理され，「汚職の温床」

になったであろう 。「小さな政府」は，　般大衆や民間が各自の仕事について

の知識や情報が，政府の官僚達のそれよりすぐれていることを前提にしている
。

「大きな政府」は，人民大衆が政府を支配しているという前提に立脚している 。

しかし，一国の指導者や準指導者の知識の方が大衆のそれよりすくれている場

合にもｒ大きな政府」が発生する。このような状況では「小さな政府」は，一

国を統合していくのに困難を伴うであろう 。目本には，戦前 ・戦後を通じて後

者のケースが適用されるであろう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ０９６）



　　　　　　　　　　　　　経済発展論（下）（小野）　　　　　　　　　　　　　４５

　７．土地所有者の集中（杜会的権威と政治的権力を獲得するために大土地所有が必

要になる）は農業を改善するために豊富な資本を供給した。土地の価値を高め

たり建物をつくっ たりする農業改良は小作人のために地主によっ て完全におこ

なわれた。フラソスでは，均分相続制が採用されていたため，大農経営と大規

模た工場の形成のための資本蓄積が阻害されたのに対して，イソクラソトは ・

長子相続制の故に資本の集中が邪魔されず，次男三男等の非嫡子は実業の世界

に入り ，自己の運命を開拓せざるを得なか った。旧中国は，均分相続制であ っ

たの対して，戦前 ・戦中の目本は長子相続制であ った 。

　８　イソクラソトに勃興した産業は，Ｏ　抜術的要因　◎　その時代の特殊

な環境　◎　イギリス人特有の性格　によっ て支配されている。これらの三要

因が大量生産を生みだした。イソクラソトか産業上の主導権を確立した理由は ，

繊物工業が家内工業を脱して，水力を利用して大量生産に移行したことである ・

大量生産は，何世紀も通じて西 ヨーロッバ諸国において肉体労働の専門化が発

展してきた結果である。イソクラソトの職人の原型は弓兵であった。大量生産

は蒸気機関，鉄と石炭たしに発展することはできなかった。石炭と鉄がなけれ

は， イギリスはオラソタより広い支配圏を実現することはできなか った。イギ

リス人は，音楽のリズムのような規則的な動作を好む民族であ った。イギリス

に定着した民族は，北方 ヨーロッバ最強の民族で，しかも，そのうちでも最強

の人々であ った。彼等は，勇敢で，自尊心に富み，生真面目で，誠実であ った 。

「個性の肯定」であった宗教改革はこのような性格をもつイギリス人の生活態

度に深刻な影響を与えた。そして，大陸からの亡命者や移民及び気象条件は ，

イギリス人の生真面目な性質を一層強めた。イギリスの中産階級や労働者階級

の一部は，人生に対して厳しい態度で臨み，仕事を中断させるような娯楽を好

まず，根気強く激しい仕事によっ てのみ達成できる物質的安楽を極めて高く評

価した。このようた性質がイギリスに１９世紀の産業上の主導権を与えた身体的

性格である 。

　　９．イソグラソドは，１８５０年頃までに産業上の独自の主導権を確立後，確立

するまでにおこな ったような創造的仕事（ｃｒｅａｔｉｖｅ　ｗｏｒｋ）にエネルギーを投入

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０９７）



　４６　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３５巻 ・第６号）

せずとも，イソクラソトの実業家に利潤を獲得するのを容易にした。人は貧困

や災厄から脱出しようとする時，勤倹節約し，克己努力し，将来のために現在

の快楽を抑制し，資本を蓄積する。産業界の年寄の半分位の人々は，子供の頃 ，

小屋に住み，母親から食事も満足に与えられず大きくな った。彼等は，時々 ，

大遊蕩に耽ったげれと，後の世代のように，所得の大部分を消費する優雅な生

活には関心を示さなかった。イソクラソトの資本蓄積の源泉は，職人の勤倹節

約であ った。筒率の地租，イソフレー：■ヨソ，逆進的た消費税そして徳川時代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
から継承された伝統的な消費バターソが目本の資本蓄積の源泉であ った。戦後

目本の高い個人貯蓄率は，杜会保障の量的質的不足と戦前から低い水準の消費

性向を示す伝統的な消費行動に支配されているからだと考えられる 。

　１０　イソクラソトの発明の特色は，○　天才的たものではない　◎　機械を

単純化する　 ことであ った 。

　１１穀物法廃止（１８４６年）前の困難の時期に子供時代を過し，克己努力，企

画力と機略に富んだ先代の実業家が敷いた路線は，人生は安楽であると考え ，

事業を有給の経営者にまかせるようにな った，その息子達によっ て継承された 。

それでも，物価の　般的騰貴は，彼等に相当な利潤をもたらした。そして，彼

等に強者の大敵である過度の自已満足を誘発させた。この過度の自信は，１８７３

年と１８７５年の商業恐慌によっ て打破された 。

　１２．英国の製造技術は，１８９０年興こ， ドイツとアメリカのそれによっ て追い

越された。最も重要な事柄は鋼産業の技術であ った。英国は，鋼産業の技術の

改善に熱心であったのにかかわらず，ドイツの鋼産業に陵駕されてしまっ た。

そして，また，英国は，高度な科学 ・技術 ・訓練を必要とする産業に遅れをと

った 。

　１３１９０４年頃，実業家達は産業上の効率を促進するために教育制度の改善に

ついて他国から学ぶ必要を認識し始めた。教育改革はｒ決定的に重要であ っ

た」。英国は産業技術の上でトイツやアメリカの後発国に追い付かれ追い越さ

れた段階で，教育改革を真剣に自覚するようになったが，目本の場合，工業技

術上で先進国に追い付いた段階で，従来の追い付き型の画一的な教育制度の反

　　　　　　　　　　　　　　　　（１０９８）



　　　　　　　　　　　　　経済発展論（下）（小野）　　　　　　　　　　　　　　４７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）
省から教育改革が必要になってきたといえよう 。

　１４　イソクラソトが一つの運河も持っていたい時に，フラソスには素晴らし

い土木工学を証明する運河網をすでに所有していた。フラソスは，一時，道路

と運河の面でイソグラソドに追い越されたが，再びそれらを修築してイソグラ

ソドより前進した。イソグラソドやフラソスなどの工業化の経験それに日本の

その径験から，およそ工業化の道を踏み出す諸国はその前提としてあるいは平

行的に交通手段システムを含む杜会的問接資本を整備していかなげれぱならた

いということである 。

　１５　フラソスに集中的な大量生産の成長を阻害した要因は，一つには，地理

的， 人種的要因の壁，二つには，強力な中産階級と裕福な労働者階級が存在し

なか った。何故，戦後の目本で，大量生産経済が成立したのか。「富裕な」大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
衆が存在していて，国内市場が拡大 ・深化したからではないか 。

　１６．ルイ１４世のナソトの勅令の廃止は，大量のすぐれた技術を持った職工を

国外に追いやり ，フラソスの競争相手国イングラソドに多くの才能ある職工を

提供した。イソグラソドがユグノー教徒から受けた恩恵は計り知れないものが

あっ た。

　１７富裕で審美的な購買者が，フラソスの職人，小冗商人，卸冗商人の繊細

な感覚と最良の個性的創造力を引き出した。供給が需要に影響を与えるだげで

たく ，供給が需要の支配を受げる側面を看過することはできたい。戦後の目本

の産業杜会に大量生産方式が普及した一要因は，目本の消費者が非伝統的な財

・サーヒ刈こ対して画一的大衆的で審美的，個性的でなかったことに依存して

いたといえるであろう 。

　１８　「連帯」（ｓｏ１・ｄａｒ・ｔｙ）は，フラソス人気質の特質であり ，通時的感覚であ

った。ｒ連帯」の精神が極端になるとｒ独立」とｒ自律性」とに敵対するよう

になる。個人の自律性と中央集権的な政治機構（これはｒ連帯」精神の過度の論

理的帰結であろう）の徴妙なバランスの上にフラソス杜会が成り立っている 。フ

ラソスと同様に中央集権化され，個人の自律性がフラソスほど強くない目本の

経済杜会は，ある限定された意味でフラソスと類似した杜会組織故に類似した

　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ０９９）
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経済計画を生みだした。フランスと目本の経済計画は，しばしぱ指示的計画

（ｍｄ１ｃａｔ１ｖｅ　ｐ１ａｎ）と呼はれた。しかしながら両者には相違がある。則者は，各

経済主体が公共の利益に注意を払うように，政府が将来の予測性を含めた可能

たかぎりの情報を提供する「指示的計画」であるのに対して，日本の経済計画

は， 「指示的性格」以上のものである。目本のそれは，枝葉を取り払っていえ
ば， 実行計画であり ，予測値を提供するだげでない計画内容を「周知徹底」さ
　　　　　　　　　　　　　　　　９）
せる誘導的性格を持ったものである，しかし，強制的性格を持ったものでない

といわれている。しかしながら，伝統的に政府と民問企業とのイソフォーマル

な関係や目本の文化構造や杜会構造を前提にすれば，是否の価値判断は別とし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）
て， そのようにいえるのかどうか疑問である 。

　１９１８世紀後半から１９世紀前半にかげて，フラソスで大量生産方式が導入さ

れても労働者階級の食事が貧弱であったため，彼等を引きつげることはできな

かっ た。 大量生産の重工業を操作するには体力が必要であって貧弱な食事から

は頑強た体力は生じてこない，とマーンヤノレはみていた。彼は，重工業と労働

者の肉体的な力能との関係に注目した最初の経済学者ではなかろうか
。

　肌フランス人の工一トスにほとんど適合しなかった造船業，鉄鋼業そして

織物製造業は，政府の補助金や保護関税によって保護されてきたげれど，最も

繁栄した産業ではなかった。政府は，フラソス人の得意とするデリヵジーと精

巧さを必要とする国際競争力のある産業にはとくに援助を与えなかった。ヘク

シヤー・ オリーソの定理に合致していた。これとは対照的に明治以来目本企業

は国際競争力をつげるために政府の保護育成の下におかれてきた。戦前，諸財

閥は自律性を保ちながら寡占的競争をおこな ったが，政府と目本銀行の強い規
　　　　ユ１）
制に服した。戦後目本では，所謂産業政策の下に，自動車，造船 ・海運，鉄鋼，

精密機械，工作機械，石油化学，電子計算機から雑貨までの産業は，政府によ

る輸入規制や外国企業の対内直接投資の観制などによって長期剛こわたって保

護育成培養されてきた。このことは，経済発展論の視座からは，Ｇｅｒｓｃｈｅｎｋｒｏｎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）
の一命題が適用できるような興味ある事実を提供してくれている 。

　２１．イギリスにキャッ チ・ アッ プし追い越したドイツの強さは，遠い過去か

　　　　　　　　　　　　　　　　（１１００）
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らの根源的な資質の継承である。隔世遺伝的影響は，個人のみならず民族全体

に適用されると，マーシャルはいう。このマーシャルの命題に従うなら，現

在の目本経済の強さは，遠い過去の偉大な根源的資質に由来していることにな

る。 われわれは，さしあた って，その遠い過去を封建時代の後期である江戸時

代に求めておくのが妥当た見解であろう 。封建主義徳川が非常に良く工業化さ

れた現代目本を生みだしたのである。それ故，目本の近代的な経済発展史は ，

江戸時代の研究から出発しなげれぱならない 。

　２２　トイソ人の思想が，哲学，文学そして音楽の「帝国」を創造した。この

観念上のｒ帝国」が物質上のｒ帝国」の基礎にな った。１９世紀前半，学者と学

生が各大学を移動することによっ て， 哲学，科学，文学や音楽のドイッの統一

運動を鼓吹した。この知的統　運動は，トイツ関税同盟に結実した商業的統一

運動に先行した。観念の力そして知的な力が物質的な力を生みだしてい ったの
　　１３）

である 。

　２３　トイソは，各邦の長い問の分立のため，大量生産のための機会がはとん

となかったけれと，突然大量生産の利益を獲得した。この大量生産は，一方で ，

フレドリッ クニ世たどが展開した厳格な規律を表現するとともに，他方で，国

民精神に関連した教育への熱望を示していた。このことが，ドイツを科学を大

量生産に組織的に適用する指導的な国にした。大量生産に適した労働者は，規

律ある学校生活において準備される。明治初期に後発国として驚くほど完備し

た義務教制度や戦後日本におげる「平等主義」の名の下に進められた画一教育

は， 大量生産体制に適合した教育 ＝／ステムであったことは上記にあげたトイソ

の例にもあるように真理である。もし，目本において今後思想に画期をもたら

すような創造的仕事を多く出そうと計画するたら，創造性や独創性を窒息させ

るような過度の受験教育による画一教育制度を是非廃絶する必要がある 。

　２４．マーシャノレは，６０年前，多分４０年前も，平均的なドイツ人は，イギリス

人より音しか仕事をしなかった，といっている 。４０～６０年前とは，１８５０～７０年

頃のことである。しかしたがら，イギリス人が繁栄により甘やかされている問

に， ドイツ人の産業労働者は以前より働くようになり ，労働生産性はほぼ変ら

　　　　　　　　　　　　　　　　（１１０１）
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なくなり ，しかも，ドイツの労働者の労働時問がイギリスより長くな った。後

発国が急速に先発国に追い付く過程で，労働者が生産性を向上させ，長時問労

働をおこなうことは避げられない傾向であることは経済法則の一つである 。

　２５．先進国イギリスを凌駕しようとしたが，実際的能力や組織的能力の弱い

と自已認識していたドイッ人は，まず，イギリスの製造技術を直接模傲するこ

とによっ て始めた。つぎに，イギリスの企業に雇用されて，低賃金で勤勉な用

役を提供し，ピジネス内部の知識を習得した。このようにして得られた実際的

知識と才能が，大揚模な工業化の基礎に役立られたのである。後発国目本は ，

ドイツとは異なった移態で，先進国の生産技術，ビジネスの方法など多くの事

柄の模傲から出発したことは，目本工業史の教えるところである 。

　２６経済進歩が，彫琢された精神的訓練より ，当意即妙た機知と健全な判断

により一層依存しているとすれぱ，ドイッの工業上の指導権への希望はもっと

小さかったであろうとマーシャノレは述べている。ドイツは，大学や技術研究所

の組織的訓練を如何なる他の国より速やかに商業や工業に利用した。自然科学

上でいまだに開拓されていない広範囲た領域は，十分な訓練と高度な研究室で

装備された条件に依存している。「天賦の機智」は，これらの条件の上に発揮

される。ドイツの大学や研究所のすぐれた組織的訓練が，ドイツに工業上での

指導権を駆り立てた一要因次のである 。

　２７．ドイツは，英仏のすでに確立している市場圏に進出する場合，まず，利

益が小さくてもどんな小さた注文にも応じたこと，つぎに，その地方の 二一ズ

に綿密に適応したこと，それから，気侯，趣味，習慣そして迷信におげる差異

をすぱやく注意した，第四に，相対的に小さなリスクで長期的な掛売りをおこ

なうビジネス事情をよく知っていたこと，第五に，東欧，アジァそして南米の

言語をマスターすることに努力したことである 。

　２８．ドイツの鉄工業と建設業は，スラブ民族とラテソ民族からはとんど強健

な肉体労働者の供給を受げた。彼等は，低賃金で勤勉に働き，半自動的機械の

操作に役立った。このことは，目本の工業化にあたっては，未熟練 ・半熟練に

しろ熟練であろうと労働力の供給は，目本国内で自前で調達されたことと比較

　　　　　　　　　　　　　　　　（１１０２）
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すると興味ある事柄である 。

　２９保護関税は，ある産業に外国に対する大量販売の機会を開きながら，同

時にその産業に国内市場が撹乱されないように保障することであるとすれぽ ，

大量生産を採用しているこの産業は保護関税により多くの利益を得ることがで

きるのは当然であり ，このことが一層犬量生産経済を強化する。それ故，アメ

リカとトイソでは，大量生産が確立した時と以前では政府の政策が異なるとい

う経済理論を定立した。目本は，明治４４年の関税自主権完全回復まで保護関税

によっ て幼稚産業を保護する余地はなかった。それ故，明治の目本の工業化は ，

保護関税以外の方法で産業の保護をおこたわざるを得なかったのである 。

　３０．アメリカに産業上における主導権をもたらした原因は，第一に，最強国

中の強剛こなっているのに青年の精神を維持していたこと，第二に，尤大な人

口の生活様式の画一性，第三に，半自動機械を運転できる移民労働の大量供給 ，

第四に，アメリカ人の計画と管理におげる機敏な決断力，第五に，長距離輸送

の鉄道運賃の低廉化，第六に，少数の人々に大里の資本が蓄積されていたこと ，

である 。

　３１．ヨーロッバからのアメリカ合衆国への移民が母国からもたらしたものは ，

農業技術の知識，遠大な利益を期待して現在の苦しい仕事を耐える喜ぴと服従

の習慣そして正規の政府についての若干の観念であ った。このような諾要因が

アメリカ合衆国にもちこまれる前にすでに合衆国には豊富な天然資源が存在し

ていた。移民はアメリカ合衆国の富を発展させた。人々は，異なった習慣をも

った人々との交流により ，あたかも従来自然法則のように思ってきた思想や行

動について多くの習慣を吟味しはじめる。移民は，母国に残った大多数の人々

より ，機敏でより弾力的な考え方を持っている 。

　３２合衆国の人民の精神的ニネ ノレギーは，大西洋を渡る偉大な移民行為によ

って刺激されたぼかりでなく ，合衆国の広大な内部におげる「異常な」移住の

継続によっ て刺激された。この内部移住の原因は，最も豊富な地域に初期の移

民が接近することができなかったからである。最も活動的で，冒険心に富む初

期の移民の子孫は，大陸の中心地にある径済的に魅力のある土地へ移動した 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（１ユ０３）
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　３３．イタリーやヨー肩ツバの中東地域の貧しい人々が，アメリカ合衆副こ避

難場所を求めて移住したが，これらの人々の中には非常に優秀な人々が含まれ

ていた。これらの多くの移住民が，アメリカ合衆国に，相対的に低賃金で，大

工場におげるルーティソな仕事をし，相互に補充しあう才能を持った大量の労

働者を供給することを可能にしたのである 。

　３４．ドイツ以外の国で，より次元の高い機敏な労働者を無脚こ供給できる国

はアメリカ合衆国以外にはなか った。すべての移民は，孤立した行動と個人主

義的ねらいをいだく傾向がある。この傾向は，物質的成功の熱心な追求者を育

て， また，機敏さ，飽くことなき努力，賃金の高低によっ て職業を変えること

を促進した 。

　３５．教育はアメリヵにおいては常に深刻に考えられてきたが，ビジネスの目

標を実現するための手段とは決してみなされたかった 。

　３６全体として，普通の人々が自己の才能を検証する方法として富の蓄積に

よる検証は如何なる他の手段よりより安全な検証手段である。合衆国で大金持

になった人々は，「精神的事柄」に第二流の才能しか持っていたいと自覚して

おり ，組織的才能の証明として主に評価される致富に従事する時最も幸福であ
　　　　　　　１４）
ると自覚していた 。

　３７．合衆国の成功は，その物質的資源より合衆副こ移住してきた人々の非常

に力強い性格と刺激に負うている 。

　３８．われわれは，いままで，イギリス，フラソス，ドイツ，アメリカそして

肩ソァの経済発展の諸要剛こ関するＡ　ＧｅｒｓｃｈｅｎｋｒｏｎとＡ　Ｍａｒｓｈａ１ｌの分析

を詳細にみてきた。ここで，最後に，明治以来の目本の経済発展の複合的諸要

因のリストをあげて本稿を締め括っておこう 。

　その前に何故目本の経済発展を問題にするのかという間題の所在を明示して

おこう。第一の間題は，後発国目本が欧米の先進諸剛こキャッ チ・ アッ プする

ことに駆り立てられた国民的動機は何か，明治以来の目本の経済発展史は技術

導入の歴史であったということができる。それは何故か。現代経済成長理論の

理論的帰結は，経済成長の推進力は労働や天然資源よりも資本蓄積と有効需要

　　　　　　　　　　　　　　　　（１１０４）
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であることを教えている。問題は，後発国の目本の経済が戦前戦後を通じて ，

如何なる条件と要因が，経済成長の動力である高い設備投資率と大きい有効需

要を発生させることを可能にしたのかということである。これが第二の間題で

ある。第三の間題は，圧倒的多数の低開発諸国が，現代の経済成長理論の教え

通りに，何故高い資本蓄積率と大きい有効需要を喚起できないのか，というこ

とである。これらの問題に対する理論上の解答が与えられるならぱ，経済発展

論や理論経済学に非常に大きな貢献を果すであろう 。以上のことを念頭に置き

ながら，戦前を含めた目本の経済発展の複合的諸要因の目録（順序不同）を個
　　　　　　　　　　１５）
条書きで提示しておこう 。

　Ｑ　プラスの後発効果（Ａ　Ｇｅｒｓｃｈｎｅｎｋｒｏｎ）　　後発国は先進諸国からくる有

彬無形の各種の圧力により産業諸部門問などの度の過ぎた不均衡からくるマイ

ナスの後発国効果が発生する（Ｇｅｒｓｃｈｅｎｋｒｏｎはこの側面については言及していたい）。

　　　　　　ユ６）　　　　　　　　　　ユ６）
　◎　目本儒教（中国儒教や朝鮮儒教とはかなり異たった解釈がなされた）の役割 。
　　　　　　　　　　　　　ユ７）
　　　目本独自の杜会経済体制　　新古典派経済学でいう資源が市場における

価格彬成を通じて最適に配分される（効率的経済が実現されている）という欧米

型の市場経済でたい，Ｘ効率（Ｈ　Ｌｅ・ｂｅｎｓｔｅｍ）を含む別の種類の効率を意味す

る大量生産経済 ンステム　　私はこのンステムを準市場経済体制（Ｑｕａｓ・一ｍａｒｋｅｔ

ｅＣＯｎＯｍｙ）というコソセプトで把握しておきたい 。

　　　農民と職人は，プ ロテスタソトの禁欲の倫理に類似した儒教（Ｃｏ・ｆ・ｃｉａ・

ｎ１Ｓｍ）の倫理を持っており ，勤勉に働き，辛い仕事を組織的にやりとげる能力

を持っている。目本の労働者は，労働の分配率が減少しても不満をあまり公然

と表明せず，遠い将来の目標のために消費を差し控える強い意志を持ち，豊富

で良質な労働力を低賃金で供給した。労働者も経営者にも国家の経済目標に対

して強い一体感を持つことに低抗を感じたい 。

　　　恵まれた地理的自然的条件　　温暖，太平洋におげる要賀の位置，豊富

な水資源，優良た港湾など　　 。

　　　義務教育制度の完備。高い教育水準による新技術に対する適応能力の高

い労働者の存在 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（１１０５）
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　　　　　　　１８）
　¢　目本的経営，良好な労資関係　　労資紛争コストの相対的逓減，労働組

合は技術革新の導入に強力に反対しない等々　　 。

　ゆ　都市環境，住宅，道路，下水道，地域杜会の成長などの生活関連部門へ

の支出の低さ，杜会保障の量的質的不備，画一教育による個性と独創性湧養の

失敗 。

　　　戦前の目本は，巨額の軍事費の負担とニカ年問の徴兵制による圧迫が大

きかったが，戦後の国防 ・軍事費の支出は少なかった。戦前の外地防衛費や多

額の外地投資は，目本の植民地 ・半植民地から得られた経済的利益より大きか
　１９）

った。もしそうだとすれは，領土の喪失は目本の経済発展にむしろプラスにな

ったことになる（外地の純経済投資は懐妊期間中に喪失し，日本国民は台湾から高い
　　　　　　　　　２０）
砂糖 ・米を輸入していた）。

　＠　戦前の日本経済の欠陥の一つであった重化学工業の原料問題が，戦後に

は基本的に解決した 。

　◎　戦後目本は，戦中戦後，欧米で開花した技術革新を容易に利用 ・摂取す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２１）
ることができた。何故なら，戦争で既存設備が大部分破壊されたことと賠償引

当による旧設備の撤去により ，戦後目本の工業ははとんど技術上空白の状態だ

ったから 。

　＠　戦前の中進国水準は，欧米先進諸副こ対しては労働集約産業によっ て著

Ｌく有利となり，アジァの後進諸副こ対しては資本集約産業によっ て有利にな

るという両刀使が出来た 。

　＠　戦後の占領政策の結果の一つである一連の経済民主化政策は，若い新実

業家に活躍の途を開いた 。

　＠　戦後目本におげる杜会階層関係と杜会移動のより大きな変貌　　ｒ平等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２２）
主義」の進展，その帰結として高度大衆杜会の出現　　 。

　＠　国際競争力育成のために長期間にわたって諸産業を保護培養した目本の
　　　２３）

産業政策，東アシアの後進国から出発した後発国目本の特殊性故に官僚は産業

に関する情報を豊富に持ち欧米諸国の政府よりより産業に対する支配力が強い ，

また，強力な産業団体と政府との関係 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（１１０６）
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　＠　戦後目本の輸出は，世界の平均輸出増加より３倍近い比率で伸びた，円

安の為替 レート 。欧米先進諸国ではケイソズ政策が功を奏して完全雇用が実現

し， 輸出市場が拡大した 。

　＠　高い水準の海外直接投資　　１９６０年代初期，目本の海外直接投資（直接

投資の収益率は７～９％で外国の対目直接投資のそれより小さかったと考えられる）は ，

外国の対目直接投資より大きく ，１９６７年には純債権国となる 。１９７２年までに ，

目本は世界中で主要な直接投資国とたる 。

　＠　高い個人貯蓄率 。

　＠　高水準の民問設備とそれを保障する資金調達 メヵニ ズム，企業に対する

株主の支配力は弱い 。

ゆ　規模の経済　　激烈な企業問競争　　活発な技術革新。

ゆ　問接金醸体制　　人為的低金利政策　　 。

ゆ　　重経済構造 。

＠　昭和１１年頃（それ以前の大正時代からといってもよいが）から今目にいたる

まで，大都市市街地の地価は，一時的に低下したことがあ っても，傾向として

上昇しつづげ，昭和３０年頃からとくに都市の地価は異常に高騰する。この異常

な地価の騰貴は，企業にとっ て資金調達の有利な担保物件となる　　土地所有

観における目本と欧米諸国の相違　　。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　完

１）　Ｆユｒｍｓ　ａｎｄ．１Ｍａｒｋｅｔｓ，Ｅｓｓａｙｓ１ｎ　Ｈｏｎｏｕｒ　ｏｆ　Ｂａ１１Ｙａｍｅｙ，Ｅｄ１ｔｅｄ　ｂｙ　Ｋ
．

　ＴＵＣＫＥＲ　ａｎｄ　Ｃ　ＢＡＤＥＮＦＵＬＬＥＲ，ＳＴ　ＭＡＲＴＩＮ’Ｓ　ＰＲＥＳＳ，１９８６，ｐ２２８

２）　 ヒ：■不スにおける不正直（ｄ１ｓｈｏｎｅｓｔｙ１ｎ　ｂｕｓ１ｎｅｓｓ）は，発展途上剛ことっ て

　深刻な問題（ａ　ｓｅｒ１ｏｕｓ　ｐｒＯｂ１ｅｍ）である。不正直な取引は正直た取引を市場か

　ら駆逐するからである〔Ｇ．Ａ．Ａｋｅｒ１ｏｆ，Ｔｈｅ　Ｍａｒｋｅｔ　ｆｏｒ “Ｌｅｍｏｎｓ
”： Ｑｕａ１ｉｔｙ

　Ｕｎｃｅｒｔａｉｎｔｙ　ａｎｄ　ｔｈｅ　ｌ〉［ａｒｋｅｔ　Ｍｅｃｈａｎｉｓｍ，Ｑｕａｒｔｅｒ１ｙ　Ｊｏｕｍａ１ｏｆ　Ｅｃｏｎｏｍｉｃｓ

　（Ａｕｇｕｓｔ１９７０），Ｐ・４９５を見よ〕 。

３）現代経済成長理論の理論的帰結は，経済成長の駆動力は労働や天然資源でなく

　資本蓄積と有効需要であると教えている。圧倒的多数の低開発諸国は，現代経済

　成長理論通りに，何故高い資本蓄積率と大きい有効需要を喚起できたいのか，目

　　　　　　　　　　　　　　　（１１０７）



５６　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３５巻 ・第６号）

　　本経済の場合，先進国にキャッ チ・ アッ プすることに駆り立てられた国民的動機

　　　と国民的凝集力が高率の資本蓄積を促進した有カ汝要因の一つであることは疑い

　　　を入れない 。

　４）文化人類学は，文化を固定的なものと考えずに非常に流動的であり ，各文化の

　　相互接触によっ て短期でさえ変化するげれど，どちらの方向に固まるかは簡単に

　　　きめられないということである〔梅樟忠夫，篠原三代平，宮崎勇三氏の座談会
　　　「経済学と文化人類学の接点を求めて」『Ｅ　Ｓ　Ｐ』昭和５１年第５６号所収〕を参照

。

　５）沢本守幸『公共投資１００年の歩み一目本の経済発展とともに　　』（大成出版

　　杜１９８１年）を参照のこと 。

　６）　Ｓｅｙｍｏｕｒ　Ｂｒｏａｄｂｒ１ｄｇｅ，Ｉｎｄｕｓｔｒ１ａ１Ｄｕａ１１ｓｍ　ｍ　Ｊａｐａｎ，Ａ　Ｐｒｏｂ１ｅｍ　ｏｆ　Ｅｃｏｎｏ
－

　　 ｍ１ｃ　Ｇｒｏｗｔｈ　ａｎｄ　Ｓｔｒｕｃｔｕｒａ１Ｃｈａｎｇｅ，ＦＲＡＮＫ　ＣＡＳＳ，１９６６，Ｃｈａｐｔｅｒ１，Ｔｈｅ
　　Ｏｒ１ｇｍｓ　ｏｆＩｎｄｕｓｔｒ１ａ１Ｄｕａ１ｌｓｍを見よ

。

　７）　もし，目本の高等教育制度が自然科学において西欧諸国の ニュートソやアイン

　　　シ ュタイソのような自然科学者達がかつて為し遂げた偉大た基礎研究上の独創的

　　　な発明 ・発見の業績を出すのに適さないのであるなら，そして，もし，杜会科学

　　　の上で欧米諸副こ衝撃を与えるような「知のバラダイム」や「科学的研究プ ログ

　　　ラム」（ラカトシュ）を輩出し，西欧諸国の「知の体系」におげる完全独占に日

　　本の杜会科学が参入することができるような業績を出すのに不適であるならぱ
，

　　当時の英国とは異たる環境で，教育改革が不可避にたってきたといえる 。

　８）戦後の日本杜会は，欧米諸国や杜会主義諸国の階層杜会と比較すればおそろし

　　　く非階層杜会であることは疑うことのできたい事実であろう 。階層構造には多様

　　な彫態が存在するが，代表的たものは　ａ）カースト，ｂ）身分制（世襲制を通

　　常とする階層），Ｃ）階級（杜会階級という意味である。杜会階級とは，（ｉ）所得 ・

　　富 ・経済的位置の同質性，（１つ生活様式や教育的 ・文化的な同質性などによっ て他
　　の成員との相違がきわだつようにグループ分げされた人々の集合のことである）

　　 である〔『経済学大辞典』東洋経済新報杜のｒ杜会階層」（ｓｏｃ１ａ１ｓｔｒａｔ１丘ｃａｔ１ｏｎ）

　　の項目の杜会階層の定義にしたが った〕 。

　９）馬場正雄ｒ目本の経済計画の性格と政府の役割」（『Ｅ　Ｓ　Ｐ』昭和５１年第５６号所

　　収）を参照のこと 。

　１０）一般的にいって欧米杜会に生起する経済現象は，その地域の文化の中で発展し

　　てきた。この意味で欧米の先進国を対象とした欧米の経済学は相対的なのであ

　　る。ある経済学上のテーゼが，欧米杜会で貫徹したとしても，欧米と異なる文化

　　構造や杜会構造を持った，たとえぱ，東アジアの諸国の文脈ではいいにつげよき

　　につげ異なった機能を果すのである。アダムスミスの個人の自己愛にもとづく私

　　的利益の追求が公共善や杜会的調和をもたらすというテーゼは，スコヅトラソド

　　やイソグラソドなどの欧米の杜会構造的文脈の中では正当な命題であったとして

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１１０８）



　　　　　　　　　　　　経済発展論（下）（小野）　　　　　　　　　　　　　　５７

　も，異なった文化圏ではそれは妥当性を持つであろうか。たとえぱ，旧中国で

　は，人六は西欧の人々に勝るとも劣らたいほど私的利益を追求した結果，旧中国

　杜会は砂のようにバラバラになってしまっ たのではないか。したがってスミスの

　テーゼは，文化や杜会の諸構造が異たれぱ異たった結果に帰結する可能性のある

　ことを知って適用しなげれぱならないのではなかろうか 。

ｕ）斎藤謹造『比較経済発層論　　歴史的動学理論の彩成　　』（東洋経済新報杜 ，

　昭和５８年，２７４ぺ一ジ） 。

１２）　明治以来の日本の経済発展史は，Ｇｅｒｓｃｈｅｎｋｒｏｎの国家とイデオ ロギーの果す

　役割の命題だげでは説明できない部分があることも事実である 。

１３）唯物史観あるいは史的唯物論の短所は，究極的，長期的そして理論的には経済

　一元史観あるいは経済決定論であって，観念の力が果す役割を論理的に否定して

　いる点にある。唯物史観は上部構造の相対的独自性と上部構造の経済的土台 ・下

　部構造への反作用のテーゼを１００年１目の如く唱えているだげで説得力がたい 。

　観念や工一トスそして文化が下部構造にどのような積極的作用を与えているのか

　具体的に分析してみせることであろう 。目本の経済発展史はそのために格好の素

　材を提供しているのではないか 。

１４）致富で成功に導いたにすぎない目本の大企業の経営者達は，すべてではないが ，

　実業の世界以外の教育，国防，科学 ・技術などあらゆる事柄に発言しているのは

　勝てぱ官軍で惚れて自己の才能を自覚していないからだろうか 。
１５）　 このリストは，高橋亀吉『戦後目本経済躍進の根本要因』目本経済新聞杜，昭

　和５１年，江見康一・ 塩野谷祐一編『目本経済論』有斐閣，昭和５７年，Ｈバトリ
　　ヅク／Ｈ ロゾフスキー編， 金森久雄監訳『目本経済の発展』日本経済新聞杜，

　昭和５３年，南亮進『目本の経済発展』東洋経済新報杜，昭和５６年，Ｒ ．Ｐ ．ドー

　ア，田丸延男訳『貿易摩擦の杜会学』岩波書店１９８６年などを参考にしながら，私

　見を加えながら整理したものである 。

１６）　目本儒教 ・中国儒教 ・朝鮮儒教を考察するのに役立つ文献として，宮嶋博史
　「朝鮮杜会と儒教」（『思想』１９８６年１２月号所収），載国揮「「儒教文化圏」論の一

　考察」（『世界』１９８６年１２月号）が出た。このような論文が一層書かれることを期

　待したい 。

ユ７）　目本経済の体質をどのように考えるのか，三種類の所説が考えられよう 。１）

　戦前戦後を通じて目本の経済発展は，ワノレラス経済学のよう次自由な価格 メカニ

　ズムを媒介にして実現されたものでないという見解，２）戦前の目本経済はたし

　かに財閥たどの存在のために，市場メカニ ズムは十分に作動していなかったけれ

　ど，戦後はプライスメカニ ズムが作動して，資源が満足のいくように効率的に配

　分されたという見解，３）戦前も戦後も目本経済の体質は均衡体質を持ってお
　　り ，伸縮価格の市場メカニ ズム がｗｏｒｋｉｎｇとして資源が最適に配分されたので ，

　　　　　　　　　　　　　　　　（１１０９）



５８　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３５巻 ・第６号）

　　　目本経済は新古興派型経済であるという見解。１）については，Ｒｏｎａ１ｄ　Ｄｏｒｅ ，

　　　Ｇｏｏｄｗ１１１ａｎｄ　ｔｈｅ　ｓｐ１ｒ１ｔ　ｏｆ　ｍａｒｋｅｔ　ｃａｐ１ｔａｌ１ｓｍ　Ｔｈｅ　Ｂｒ１ｔ１ｓｈ　Ｊｏｕｒｎａ１ｏｆ　Ｓｏｃ１ｏ
－

　　１ｏｇｙ（Ｖｏ１ｕｍｅ　ＸＸＸＸＩＶ，Ｎｕｍｂｅｒ４．１９８３）が参考にたる。３）については ，

　　　最近では，香西泰 ・原田泰「日本の経済発展 ・再考」（『東洋経済』臨時増刊，近

　　　代経済学シリーズＮｏ．６８－７３．所収）がこの立場の一例である。テクノクラートの

　　　両氏は目本の良好な経済発展は，中央集権的経済政策の成功によっ ているという

　　　従来の「通説」＝米国商務省の「目本株式会杜」論（これが通説であるといえる

　　　のかどうか疑問が残るが）は誤りであ って，目本の顕著た経済発展の「最重要要

　　　因」はＰｒｏｉｔ－ｓｅｅｋ１ｎｇの活動にあ ったとする。これは，ありふれた新古典派の

　　　理論的枠組に回帰したもので，丁度，一部のマルクス経済学者が目本の経済的成

　　　功は単純に搾取率が高かったからだというのと同じように陳腐た結論である。非

　　　マルクス経済史家は数量経済史などに逃避し放いで，目本の経済体質についても

　　　っと真正面からの議論が望まれる 。

　１８）小野進ｒ日本の経済発展過程の理論化をめくる方法的諸問題」（『立命館経済

　　　学』１９８５年１２月号）参照のこと 。

　１９），２０）高橋亀吉，前掲書，９べ一ジと６ぺ一ジ 。

　２１）戦後経済の初期条件については，香西泰『局度成長の時代』日本評論杜，１９８１

　　　年，４０～４４ぺ一ジを見よ 。

　２２）高度大衆杜会の負の側面を易ｕ扶した西部蓬ｒ大衆の病理』（目本放送出版会 ，

　　　昭和６２年。この本は原稿を印刷に付した後知った）は大衆批判として一読に値す

　　　る 。

　２３）小野進，前掲論文を見よ 。

（１１１０）


